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描
か
れ
て
い
る
街
そ
の
も
の
が
投
票
箱
の
中
に
あ

る
と
い
う
発
想
で
、
私
た
ち
の
明
る
い
未
来
に
、
選

挙
が
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的

に
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

子
ど
も
の
笑
顔
が
さ
わ
や
か
で
、
選
拳
の
大
切
さ
を

強
調
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
野
原
、
黄
緑
色
の
髪

の
毛
、
茶
色
の
輪
郭
線
な
ど
が
独
特
の
雰
囲
気
を
与

え
て
い
ま
す
。

瀬
尾

友
美
さ
ん

徳
島
県

阿
波
市
立
土
成
中
学
校
３
年
生
（
受
賞
当
時
）
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カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
才
能
も
持
っ
て
い
た
。
そ
の
才

能
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
が
、

『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
ー

ル
一
八
日
』
で
あ
る
。
一
八
四
八
年
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
者
、
農
民
、
学

生
の
力
に
よ
っ
て
王
政
が
倒
れ
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
二
月
革
命
が
勃
発
し
た
。

こ
の
革
命
と
そ
の
後
の
混
乱
が
続
く
な

か
、
か
つ
て
の
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ

ナ
パ
ル
ト
の
甥
に
あ
た
る
ル
イ
＝
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
権
力
奪
取
に
成
功
し
、
や
が

て
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
な
る
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
か
、
マ
ル
ク
ス
が
解
き
明
か
し
た

の
が
本
書
で
あ
る
。

人
間
は
、
自
分
で
自
分
自
身
の
歴
史

を
つ
く
る
。
と
は
い
え
、
人
間
は
ま
っ

た
く
の
無
か
ら
歴
史
を
つ
く
る
わ
け
で

は
な
い
。
人
間
は
つ
ね
に
与
え
ら
れ
た

条
件
の
下
に
あ
り
、
そ
の
条
件
の
許
す

範
囲
内
で
し
か
、
思
考
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
条
件
と
は
物

理
的
条
件
と
は
限
ら
ず
、
何
よ
り
も
、

過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
抜
き

に
、
人
間
は
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
人
は
先
人

と
そ
の
営
み
を
模
倣
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

世
界
史
的
な
事
件
や
人
物
は
二
度
現

れ
る
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
を
、
マ

ル
ク
ス
は
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
一
度

目
は
偉
大
な
悲
劇
と
し
て
現
れ
る
の
に

対
し
、
二
度
目
は
茶
番
に
し
か
な
ら
な

い
と
付
け
加
え
た
。
マ
ル
ク
ス
の
念
頭

に
あ
っ
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と

三
世
で
あ
る
。

人
間
は
与
え
ら
れ
た
状
況
に
影
響
さ

れ
な
が
ら
、
自
ら
の
歴
史
を
つ
く
り
だ

し
、
そ
の
遺
産
は
良
き
に
つ
け
悪
し
き

に
つ
け
、
さ
ら
に
後
の
世
代
を
規
定
す

る
。
歴
史
の
摂
理
で
あ
る
。

人間は、自分で自分の歴史をつくる
しかし、自由自在にではなく、
ありあわせの状況の下でつくる

カール・マルクス 1818年生　1883年没

大
学
時
代
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政
党
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
家
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
総

選
挙
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
平
成
二
十
一

年
は
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
選
挙
元
年
」
と
呼
ん
で
差
し
支
え

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ネ
ッ
ト
普
及
率
七

〇
％
時
代
、
初
め
て
の
総
選
挙
の
取
材
を
終
え
、
こ

の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
〝
縛
り
〞
故
に
、

選
挙
期
間
中
は
候
補
者
に
よ
る
ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
更
新
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
公
示
前
に
公
開

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
や
画
像
、
動
画
は
そ
の
ま
ま
閲
覧

可
能
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
解
散
か
ら
投
開
票
日
ま
で

四
〇
日
間
と
い
う
異
例
の
長
期
戦
が
、
ネ
ッ
ト
利
用

を
あ
お
っ
た
格
好
だ
。

動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
民
主
党
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
自
民
党
を
筆
頭
に
、
各
政
党
は

軒
並
み
動
画
投
稿
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
。
一
四
〇
字

以
内
で
コ
メ
ン
ト
す
る
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」

を
慌
て
て
始
め
る
政
治
家
も
現
れ
た
。

そ
し
て
、
当
事
者
で
あ
る
政
治
家
た
ち
に
負
け
じ

と
、
総
選
挙
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
の
が
、
ネ
ッ
ト
関
連
業
界
だ
。
ヤ
フ
ー
、
グ
ー

グ
ル
、
楽
天
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
、

ア
メ
ー
バ
…
。
手
ぐ
す
ね
を
ひ
い
て
大
型
選
挙
を
待

っ
て
い
た
有
力
サ
イ
ト

は
「
こ
こ
が
腕
の
見
せ

所
」
と
ば
か
り
、
次
か

ら
次
へ
と
独
自
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
サ
イ
バ
ー
空

間
へ
と
放
っ
た
。

趣
向
凝
ら
す
有
力

サ
イ
ト

ま
ず
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
で
ト
ッ
プ

を
走
る
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
。
議
員
の
活
動
状
況
や
評

価
な
ど
を
掲
載
し
た
情
報
サ
イ
ト
「
み
ん
な
の
政
治
」

を
三
年
前
か
ら
設
置
し
て
い
た
が
、
今
年
は
投
開
票

日
の
午
後
八
時
か
ら
、
「
み
ん
な
ど
こ
に
投
票
し

た
？
」
と
題
し
、
〝
出
口
調
査
〞
を
実
施
。
ユ
ー
ザ

ー
が
「
政
党
」
と
「
投
票
理
由
」
を
投
稿
す
る
と
、

入
力
さ
れ
た
郵
便
番
号
を
も
と
に
、
日
本
地
図
上
に

選
挙
区
別
の
投
票
傾
向
が
示
さ
れ
た
。

続
い
て
、
検
索
サ
イ
ト
の
世
界
王
者
、
グ
ー
グ
ル
。

有
権
者
か
ら
募
っ
た
質
問
に
候
補
者
が
動
画
で
回
答

す
る
「
未
来
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
」
を
開
設
。「
誰
も

が
、
安
心
、
納
得
で
き
る
年
金
制
度
を
ど
の
よ
う
な

形
で
構
築
し
て
い
き
ま
す
か
」
な
ど
五
つ
の
質
問
に
全

国
の
候
補
者
が
答
え
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
グ
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
サ
イ
バ
ー
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
社
は
公
示
日
直

前
、
仮
想
空
間
「
ア
メ
ー
バ

ピ
グ
」
上
に
「
も
し
総
理
大

臣
に
な
っ
た
ら
」
な
ど
を

テ
ー
マ
に
ユ
ー
ザ
ー
間
で

自
由
に
意
見
交
換
が
で
き

る
専
用
の
広
場
を
設
置
し

た
ほ
か
、
ア
バ
タ
ー（
自
分

の
分
身
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
）
が
身
に
付
け
ら
れ

る
「
選
挙
に
行
こ
う
バ
ッ

ジ
」
を
配
布
。
投
開
票
日
に
は
、
開
票
の
行
方
を
見

守
る
広
場
も
同
仮
想
空
間
上
に
開
設
し
、
選
挙
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
た
。

動
画
サ
イ
ト
も
活
躍

動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
目
を
転
じ
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ

動
画
の
奮
闘
が
目
立
っ
た
。
各
党
が
Ｐ
Ｒ
動
画
を
配

信
で
き
る
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
置
。
党
首
討
論
や

街
頭
演
説
に
加
え
、
投
開
票
日
は
午
後
八
時
か
ら
五

時
間
に
わ
た
り
当
確
情
報
や
政
党
本
部
の
会
見
の
様

子
を
生
放
送
。
約
一
八
万
人
の
〝
来
場
者
〞
が
約
一
三

六
万
件
の
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
総
選
挙
に
関
す
る
計
四
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施
し
た
。
八
月
上
旬
に
行
わ
れ
、
約
八

五
万
人
が
回
答
し
た
〝
ネ
ッ
ト
入
口
調
査
〞
で
は
、

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 

総
選
挙
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

産
経
新
聞
記
者
　

池
田

証
志
・
伊
藤

鉄
平

●プロフィール

いけだあかし

平成５年、産経新聞社入
社。今夏の総選挙では、
社会部選挙班でサブキャ
ップを務めた。現在、遊軍
兼デジタルコンテンツ担当。

●プロフィール

いとうてっぺい
平成10年、産経新聞社入
社。現在、調査報道班
（国会担当兼務）の一員と
して“政治とカネ”の問
題などを扱う。
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二
十
代
か
ら
四
十
代
の
投
票
先
と
し
て
自
民
党
が
民

主
党
を
上
回
り
、
多
く
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調

査
と
は
逆
の
ユ
ニ
ー
ク
な
結
果
と
な
っ
た
。

一
方
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
、
主
要
政
党
や
国
会

議
員
ら
数
十
人
が
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
相
次
い
で

動
画
を
公
開
。
自
民
党
は
鳩
山
由
紀
夫
首
相
似
の
男

性
が
根
拠
の
な
い
自
信
で
女
性
に
結
婚
を
迫
る
ア
ニ

メ
を
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
と
し
て
発
表
し
、
公
示
日
前
の
時

点
で
も
四
〇
万
回
以
上
の
再
生
数
を
記
録
し
た
。

ま
た
、
国
政
・
地
方
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
政

権
公
約
）
の
普
及
と
検
証
を
行
う
早
稲
田
大
学
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
研
究
所
と
日
本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
社
、

社
団
法
人
「
日
本
青
年
会
議
所
」
が
手
を
携
え
、
立
候

補
予
定
者
が
政
策
を
訴
え
る
動
画
を
配
信
す
る
サ
イ

ト
「
ｅ
国
政
」
が
、
同
新
聞
社
の
運
営
す
る
サ
イ
ト

「
ザ
・
選
挙
」
内
に
設
置
さ
れ
、
全
小
選
挙
区
と
全

比
例
区
を
対
象
と
し
、
多
く
の
候
補
者
が
参
加
し
た
。

予
想
サ
イ
ト
の
興
隆

大
手
ば
か
り
で
は
な
い
。
中
小
サ
ー
ビ
ス
会
社
や

個
人
の
サ
イ
ト
で
も
、
総
選
挙
が
ら
み
で
活
躍
し
た

も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
特
に
、
当
落
を
予
想
す

る
サ
イ
ト
が
相
次
い
で
現
れ
、
人
気
を
集
め
た
。
ブ

ロ
グ
な
ど
へ
の
書
き
込
み
頻
度
で
当
落
を
予
想
す
る

「
ク
チ
コ
ミ
＠
総
選
挙
」
や
、
株
式
市
場
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
予
測
す
る
「T
rend

N
ext

」
が
そ
れ
だ
。

ク
チ
コ
ミ
は
本
来
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
使

用
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
政
党
と
候
補
者
名
が
ネ
ッ

ト
上
で
登
場
す
る
頻
度
を
比
較
し
、
当
落
を
占
っ
た
。

結
果
は
、
小
選
挙
区
で
約
八
割
の
的
中
率
。
判
断
が

難
し
か
っ
た
選
挙
区
の
当
選
も
当
て
た
。
同
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
ホ
ッ
ト
リ
ン
ク
社
は
「
選
挙
期
間
中
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
桁
違
い
で
し
た
」

と
喜
ん
で
い
た
。

「T
ren
d
N
ex
t

」
は
、
扱
っ
た
〝
銘
柄
〞
が
少
な

か
っ
た
が
、
売
り
買
い
の
注
文
を
出
す
こ
と
で
ユ
ー

ザ
ー
が
参
加
で
き
る
点
が
目
新
し
か
っ
た
。

当
落
予
想
で
は
な
い
が
、
特
筆
し
た
い
個
人
サ
イ

ト
が
あ
る
。
国
内
政
治
家
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
一
覧
表

示
す
る
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
政
治
」
の
「
ぽ
り
っ
た
ー
」

だ
。
同
サ
イ
ト
の
管
理
人
は
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
現
在

の
政
治
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
詳
し
く
な
い
方
に
も
広
く
伝
え
た
い
」
と
素
朴
な

開
設
動
機
を
話
す
。
し
か
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
自
体
が
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
注
目
さ

れ
た
せ
い
も
あ
り
、
総
選
挙
を
機
に
知
名
度
が
上
が

っ
た
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
始
め
る

政
治
家
は
増
え

続
け
て
お
り
、

当
分
の
間
は
目

が
離
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
サ

イ
ト
の
ほ
と
ん

ど
が
利
益
に
は

直
結
し
な
い
Ｐ

Ｒ
や
趣
味
の
も

の
だ
が
、
い
ず

れ
も
奇
抜
な
試

み
を
見
せ
て
く

れ
た
。

課
題
も
浮
き
彫
り
に

と
こ
ろ
で
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
有
権
者

の
投
票
行
動
に
与
え
た
影
響
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
ヤ
フ
ー
の
「
み
ん
な
の
政
治
」

で
は
一
日
あ
た
り
六
〇
万
〜
一
〇
〇
万
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
、
投
票
行
動
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
は
な
い

は
ず
だ
が
…
。

こ
こ
に
お
も
し
ろ
い
数
字
が
あ
る
。
ニ
コ
ニ
コ
動

画
が
七
月
下
旬
、
ユ
ー
ザ
ー
約
七
万
人
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
だ
。

「
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
今
回
の
総
選
挙
に
あ
た
り
参

考
に
し
た
い
も
の
は
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
ニ
ュ

ー
ス
サ
イ
ト
」
を
選
ん
だ
ユ
ー
ザ
ー
は
三
六
％
で
最

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 

ニコニコ動画「ネット入口調査」

ツイッターと政治「ぽりったー」



八
月
末
に
投
開
票
の
あ
っ
た
衆
院
選
挙
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
政
治
・
選
挙
活
動
が
進

ん
だ
。
自
民
党
が
民
主
党
の
政
策
を
批
判
し
た
ネ
ッ

ト
上
の
ア
ニ
メ
Ｃ
Ｍ
や
、
ネ
ッ
ト
検
索
大
手
の
グ
ー

グ
ル
が
政
治
家
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
へ
の
投
稿
を
呼

び
か
け
た
「
五
つ
の
質
問
」
な
ど
が
話
題
を
集
め
た
。

民
主
党
は
ネ
ッ
ト
選
挙
の
解
禁
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
政
権
公
約
）
に
掲
げ
て
お
り
、
将
来
へ
の
実
現
に

向
け
た
試
金
石
の
選
挙
と
も
な
っ
た
。

た
だ
、
現
状
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
運
動
期

間
中
の
不
特
定
多
数
へ
の
「
文
書
図
画
の
頒
布
」
を

禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や

メ
ー
ル
の
発
信
は
「
頒
布
」
に
当
た
る
と
解
釈
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
一
九
年
の
参
院
選
挙
で
も
、

自
民
党
や
民
主
党
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
幹
部
の
演

説
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
情
報
を
更
新
し
た
。
な
し

崩
し
的
に
ネ
ッ
ト
選
挙
が
進
ん
で
き
た
の
が
実
情

だ
。
今
回
の
選
挙

で
は
、
有
権
者
の

視
覚
に
直
接
訴
え

か
け
る
こ
と
が
で

き
る
動
画
が
多
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
政
党
の
活
動
が
有
権
者
に
対
し

て
目
立
っ
た
面
が
あ
る
。

今
回
の
各
党
の
ネ
ッ
ト
戦
略
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

動
画
な
ど
を
使
っ
て
積
極
的
に
展
開
し
た
の
は
、
自

民
党
と
公
明
党
だ
。
自
民
党
は
七
月
末
の
衆
院
解
散

の
前
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
編
」
と
題
し
た

ア
ニ
メ
Ｃ
Ｍ
を
流
し
た
。
ど
こ
と
な
く
風
貌
が
鳩
山

由
紀
夫
首
相
に
似
た
男
性
が
向
き
合
う
女
性
と
話
を

し
て
い
る
。

男
性
「
ぼ
く
に
交
代
し
て
み
な
い
か
。
出
産
や
子

育
て
の
費
用
も
教
育
費
も
、
老
後
の
生
活
費
も
、

6

も
多
か
っ
た
。
続
い
て
、
掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ブ
ロ

グ
な
ど
の
「
一
般
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
情
報
」
が
二

九
・
九
％
。
以
下
、
政
党
の
サ
イ
ト（
二
〇
・
二
％
）

▽
動
画
共
有
サ
イ
ト（
一
七
％
）
▽
政
治
家
の
サ
イ

ト（
一
四
・
八
％
）
▽
選
挙
専
門
の
情
報
サ
イ
ト（
一

三
・
五
％
）
▽
ネ
ッ
ト
で
は
情
報
を
集
め
な
い（
一

八
％
）
だ
っ
た
。

我
田
引
水
の
よ
う
で
恐
縮
だ
が
、
こ
の
結
果
を
見

る
限
り
、
有
権
者
に
与
え
る
影
響
は
、
現
実
の
社
会

と
同
じ
く
ニ
ュ
ー
ス
や
口
伝
て
に
近
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大

き
い
よ
う
だ
。

選
挙
か
ら
少
し
話
が
逸
れ
る
の
で
後
回
し
に
し
た

が
、
楽
天
は
衆
院
解
散
直
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
特
定
の
政
治
家
へ
手
軽
に
個
人
献
金
で
き
る

サ
イ
ト
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
開
設
し
た
。

サ
イ
ト
上
で
政
治
家
を
選
択
し
、
自
分
の
名
前
や
住

所
な
ど
を
登
録
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
千
円

か
ら
献
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
だ
。
民
主
党

は
三
年
後
の
企
業
団
体
献
金
の
禁
止
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
個
人
献
金
対
象
の
同
サ
イ
ト
は
今
後
、
存
在

感
が
増
す
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
献
金
推
進
派
の
菅
直
人
副
総
理
・
国
家
戦

略
担
当
相
は
同
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
二
週
間
で
二
十

一
件
、
八
万
七
千
円
の
寄
付
を
受
け
、
自
ら
の
ブ
ロ

グ
で
「
小
口
献
金
で
件
数
が
多
い
と
い
う
の
は
ネ
ッ

ト
献
金
の
理
想
的
な
形
」
と
歓
迎
し
て
み
せ
た
。

政
治
・
選
挙
情
報
を
発
信
す
る
サ
イ
ト
が
花
盛
り

だ
っ
た
総
選
挙
が
終
わ
り
、
選
挙
期
間
中
の
サ
イ
ト

更
新
・
開
設
を
禁
じ
る
公
職
選
挙
法
の
存
在
な
ど
課

題
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
民
主
党
が
目
指
す
公
職
選

挙
法
の
改
正
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
サ
イ
ト
の

可
能
性
は
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
か
ら
「
マ
ウ
ス
イ

ヤ
ー
」（
ネ
ズ
ミ
の
寿
命
）
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
業

政
党
・
政
治
家
の
ネ
ッ
ト
利
用

朝
日
新
聞
記
者
　

湯
地

正
裕

●プロフィール

ゆち まさひろ

平成12年、朝日
新聞社入社。21
年４月から東京本
社社会グループ所
属。

界
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
来
年
七
月
の
参
院
選
ま
で
大

型
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
な
雲
行
き
だ

が
、
来
夏
は
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が

現
れ
、
世
間
の
話
題
を
さ
ら
う
の
だ
ろ
う
か
。
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介
護
の
費
用
も
、
ボ
ク
に
任
せ
れ
ば
全
部
Ｏ
Ｋ

さ
。
高
速
道
路
も
乗
り
放
題
だ
よ
」

女
性
「
お
金
は
大
丈
夫
？
」

男
性
「
細
か
い
こ
と
は
結
婚
し
て
か
ら
考
え
る

よ
！
」

こ
の
動
画
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
、

ヤ
フ
ー
動
画
の
自
民
党
の
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公

開
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
公

示
後
の
八
月
二
十
一
日
に
も
、
民
主
を
批
判
す
る
ア

ニ
メ
Ｃ
Ｍ
二
本
を
掲
載
し
た
。
批
判
集
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
公
明

党
で
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
か
ら
は
全
面
的
に
撤
退
し
、
一

五
本
も
の
ネ
ッ
ト
専
用
Ｃ
Ｍ
を
制
作
、
公
開
し
た
。

同
党
の
広
報
局
長
は
「
政
策
を
し
っ
か
り
訴
え
る
に

は
ネ
ッ
ト
の
方
が
効
果
的
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、

民
主
党
は
お
と
な
し
か
っ
た
。
た
だ
、
選
挙
中
も
幹

部
の
街
頭
演
説
の
様
子
は
、
写
真
や
文
章
な
ど
で
紹

介
。
一
部
は
動
画
で
も
伝
え
た
。

自
民
と
民
主
は
今
回
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
、

「
選
挙
活
動
で
は
な
く
日
常
の
政
治
活
動
の
一
環
」

と
主
張
。
特
定
候
補
者
名
や
具
体
的
な
投
票
要
請
は

避
け
た
こ
と
も
あ
り
、
総
務
省
選
挙
課
も
問
題
視
し

な
か
っ
た
。

た
だ
、
民
主
党
で
は
解
散
後
の
七
月
末
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
発
表
当
日
に
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た
。
選
挙

で
使
う
場
合
は
演
説
会
場
な
ど
特
定
の
場
所
で
し
か

配
布
で
き
な
い
は
ず
だ
が
、
こ
れ
も
同
党
は
「
日
常

の
政
治
活
動
の
一
環
」
と
主
張
。
公
明
党
も
当
初
、

公
選
法
に
遠
慮
し
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
民
主
を
見
て
目
立
つ
場
所
に
移
動

し
た
。
自
民
な
ど
主
要
政
党
は
す
べ
て
追
随
し
、
有

権
者
が
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
比
較
す

る
こ
と
が
実
現
し
た
。

そ
も
そ
も
、
政
党
や
政
治
家
個
人
に
よ
る
、
日
常

の
政
治
活
動
で
の
活
用
は
す
で
に
進
ん
で
い
た
。
先

駆
け
は
、
平
成
一
九
年
末
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
、
専
用

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
た
自
民
党
。
社
民
党
も
ほ
ぼ

同
時
期
に
開
設
し
て
い
る
。
民
主
党
や
公
明
党
な
ど

主
要
各
党
も
相
次
い
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
た
。

一
方
、
民
主
党
は
昨
年
九
月
、
投
稿
動
画
サ
イ
ト

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
に
、
当
時
代
表
だ
っ
た
小
沢
氏

を
全
面
に
出
し
た
「
小
沢
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
。

今
年
一
月
に
は
、
大
学
の
学
園
祭
の
イ
ベ
ン
ト
を
利

用
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
中
継
動
画
に
小
沢
氏
が
登
場

す
る
「
一
万
人
ネ
ッ
ト
会
見
」
も
実
施
し
た
。
た
だ
、

ネ
ッ
ト
特
有
の
問
題
も
あ
る
。
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
は

書
き
込
み
が
動
画
上
に
字
幕
の
よ
う
に
流
れ
る
機
能

が
あ
り
、
中
傷
文
章
と
と
も
に
視
聴
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。
勝
手
に
編
集
さ
れ
、
再
投
稿
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
七
月
上
旬
に
開
設
し
た
国
民
新
党
も
「
最

後
は
代
表
が
気
合
で
決
め
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
検

討
し
て
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
政
治
家
の
一
部
は
積
極
的
だ
。
ニ
コ

ニ
コ
動
画
で
は
、
小
池
百
合
子
衆
院
議
員
が
い
ち
早

く
、
昨
年
六
月
に
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
っ
た
。
同

サ
イ
ト
の
中
継
動
画
に
は
、
民
主
党
の
長
妻
昭
厚
労

相
、
自
民
党
の
森
喜
朗
元
首
相
や
山
本
一
太
参
院
議

員
が
出
演
。
山
本
議
員
は
「
後
援
会
で
は
接
触
で
き

な
い
二
〇
代
の
若
者
が
す
ご
く
見
て
い
る
。
将
来
は

も
っ
と
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
思
う
」
と
そ
の
影

響
力
を
評
価
し
て
い
る
。

〇
八
年
の
米
大
統
領
選
で
は
、
民
主
党
の
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
（
後
に
国
務
長
官
）
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
投
稿
し
た
動
画
で
出
馬
を
初
め
て
表

明
。
大
統
領
に
な
っ
た
オ
バ
マ
候
補
は
演
説
動
画
を

中
心
に
、
計
一
四
〇
〇
本
以
上
の
動
画
を
ア
ッ
プ
し

た
。
世
論
形
成
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ

る
。

（％） 

 20代 60代 全体 

プロバイダーのニュースサイト 76.5 62.0 71.6 

新聞社のサイト上の選挙関連情報 16.5 24.5 20.1 

政党のサイト 17.5 20.0 17.1 

議員のサイト 11.0 13.5 11.2 

２ちゃんねるなどの選挙関連情報 14.5 0.5 7.9 

ヤフー「みんなの政治」 10.5 7.0 7.6 

テレビ局のサイト上の選挙関連情報 8.0 7.5 5.2 

ブログ上の選挙関連情報 8.0 3.5 4.3 

SNS上の選挙関連情報 11.0 1.0 3.8 

ザ・選挙 4.0 4.5 3.7 

ユーチューブ上の選挙関連動画 6.0 1.0 2.7 

グーグル「未来のためのＱ＆Ａ」 6.5 0.5 2.3 

ニコニコ動画上の選挙関連情報 6.5 1.0 2.0
（出典）間メディア社会研究会調べ 

選挙期間中にインターネットのサイトを見たか？

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 
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米
国
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
有
権
者
同
士
の
連

携
が
強
ま
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
機
能
も
果
た
し
た
。
一
方
で
、
日
本
で
の
ネ
ッ
ト

戦
略
は
ま
だ
未
熟
と
の
指
摘
も
あ
る
。
自
民
党
が
ネ

ッ
ト
で
展
開
し
た
民
主
党
を
批
判
す
る
Ｃ
Ｍ
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
視
聴
し
た
有
権
者
の
六
三
・
五
％
が

「
批
判
す
る
政
党
（
自
民
党
）
に
対
し
て
悪
い
印
象

を
持
っ
た
」
と
回
答
。
比
例
区
で
自
民
に
投
票
し
た

有
権
者
に
限
っ
て
も
三
三
％
が
「
悪
い
印
象
を
持
っ

た
」
と
し
て
お
り
、
自
民
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
逆
効
果
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
幸
福
実
現

党
で
は
六
月
末
、
北
朝
鮮
か
ら
核
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来

す
る
架
空
の
自
作
ド
ラ
マ
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に

ア
ッ
プ
。
閲
覧
が
集
中
し
た
が
、
動
画
は
直
接
的
だ

け
に
話
題
重
視
に
な
り
か
ね
な
い
。
同
党
で
は
「
刺

激
的
過
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
主
張
を
伝
え
る
た

め
」（
広
報
）
と
説
明
し
て
い
る
。

今
後
の
選
挙
戦
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
民
主

は
ネ
ッ
ト
解
禁
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
で
お

り
、
実
現
に
向
け
て
大
き
く
動
き
そ
う
だ
。
鳩
山
首

相
は
今
回
の
公
示
前
、
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」

と
連
動
し
た
動
画
サ
イ
ト
に
登
場
し
、
将
来
の
解
禁

を
改
め
て
断
言
し
て
い
る
。

民
主
は
こ
れ
ま
で
も
解
禁
法
案
を
提
出
し
て
き
た

が
、
情
報
格
差
や
中
傷
な
ど
の
課
題
が
阻
ん
で
き
た
。

実
際
、
七
月
の
東
京
都
議
選
前
に
立
ち
上
げ
た
政
策

論
議
の
サ
イ
ト
は
、
無
関
係
な
書
き
込
み
が
あ
ふ
れ

て
「
炎
上
」
し
た
。

そ
れ
で
も
、
民
主
の
都
連
幹
事
長
を
務
め
る
鈴
木

寛
参
院
議
員
は
「
原
因
は
特
定
の
四
〇
人
の
書
き
込

み
で
、
全
参
加
者
の
一
〇
万
分
の
一
。
対
策
は
可
能
」

と
自
信
を
み
せ
る
。
①
書
き
込
み
は
実
名
に
限
る
、

②
な
り
す
ま
し
へ
の
罰
則
、
③
サ
ー
バ
ー
は
選
挙
管

理
委
員
会
が
管
理
す
る
―
―
と
い
っ
た
仕
組
み
を
つ

く
っ
た
上
で
、
第
三
者
で
も
ブ
ロ
グ
や
メ
ー
ル
で
選

挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
針
だ
。

た
だ
、
法
改
正
を
伴
わ
な
い
、
な
し
崩
し
的
な
解

禁
に
は
懐
疑
的
な
声
も
あ
る
。
学
習
院
大
の
遠
藤
薫

教
授
（
社
会
学
）
は
「
自
民
党
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
路
線

も
結
局
は
、
有
権
者
の
共
感
を
生
ま
な
か
っ
た
。
ネ

ッ
ト
選
挙
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
た
が
、
不
発
に
終
わ

っ
た
感
が
あ
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
既
存
メ
デ
ィ

ア
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
有
権
者
に
と
っ
て
有
用

な
利
用
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

爆
発
す
る
選
挙
向
け
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

情
報
爆
発
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ネ
ッ
ト
の
発
達
に
と
も
な
い
、
人
類
の
記
録
し
た
情

報
が
爆
発
的
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
環
境
の
中
で
、
そ

の
管
理
や
適
切
な
社
会
的
利
用
を
喚
起
す
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
政
権
選
択
選
挙
と
し
て
注
目

さ
れ
た
今
回
の
総
選
挙
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
向

け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
、
い
わ

ば
爆
発
的
な
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
選
挙
で
注
目
す
べ
き
変
化
は
楽
天
や
グ
ー
グ

ル
な
ど
の
日
本
の
主
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
に

よ
る
政
治
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
ヤ
フ
ー
に
よ
る
「
み
ん
な
の
政
治
」
は
す
で
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
い

く
つ
か
の
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政

治
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
イ
ト
の
存
在
感
が
一
気
に
増

し
て
き
た
。
特
に
楽
天
の
提
供
す
る
「
L
O
V
E

J
A
P
A
N
」
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
の
薄
か
っ
た

政
治
資
金
に
つ
い
て
の
サ
イ
ト
で
あ
り
、
政
治
家
へ

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
と
選
挙

静
岡
大
学
情
報
学
部
准
教
授
　

佐
藤

哲
也

●プロフィール

さとうてつや

昭和47年生まれ。平成８
年東京工業大学大学院卒、
民間シンクタンク研究員、
東京工業大学助手を経て
平成17年より現職。専門
は政治とインターネット
の関係、特に政治的意思
決定支援および世論計測
技術の開発について、実
践的なサービスの実証研
究を進めている。
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の
個
人
献
金
を
仲
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
企

業
・
団
体
か
ら
の
献
金
に
強
く
依
存
し
て
い
る
わ
が

国
の
政
治
活
動
は
、
政
策
形
成
に
一
定
の
ゆ
が
み
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
個
人
献
金
の

増
加
は
そ
の
解
消
に
向
け
て
良
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、
グ
ー
グ
ル
に
よ
る
「
未

来
を
選
ぼ
う
２
０
０
９
」
は
立
候
補
者
に
対
す
る
質

問
を
広
く
ネ
ッ
ト
上
か
ら
募
り
、
そ
の
中
で
注
目
さ

れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
を
動
画
で
紹
介
す
る
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
動
画
に
よ
る
回
答
の
提
供
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
こ
こ
数
年
の
技
術
革
新

を
反
映
し
た
新
し
い
注
目
点
で
あ
る
。

政
治
家
と
の
距
離
を
縮
め
る
Ｗ
ｅ
ｂ

こ
こ
一
、
二
年
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ニ
コ
ニ
コ

動
画
と
い
っ
た
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
急
速
に
普
及

し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
そ
れ
も
政
治
の
分
野
で
広
く
使

わ
れ
て
い
る
。
主
要
政
党
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ニ
コ

ニ
コ
動
画
に
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の

ペ
ー
ジ
を
保
有
し
て
お
り
、
記
者
会
見
や
幹
部
の
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
の
部
分
的
な
利
用

を
含
め
て
、
自
分
の
W
e
b
サ
イ
ト
に
動
画
配
信
機

能
を
持
た
せ
、
支
援
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
利
用
し
て
い
る
政
治
家
は
多
い
。
特
に
、
ニ
コ
ニ

コ
動
画
は
画
面
内
に
視
聴
者
の
コ
メ
ン
ト
を
字
幕
で

表
示
で
き
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
コ
メ
ン
ト
で
政
治
家
や
政
党
に
対
す
る
視
聴
者

の
お
お
よ
そ
の
反
応
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
ニ
コ
ニ
コ
動
画
は
生
放
送
で
動
画
を
配
信

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
選

挙
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。一

般
に
若
年
層
の
低
投
票
率
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
ユ
ー

ザ
は
一
〇
代
・
二
〇
代
の
若
い
層
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ユ
ー
ザ
の
反
応
を
見
て
い
る
と
、

必
ず
し
も
若
年
層
で
政
治
関
心
が
低
調
で
あ
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
政
治
に
関
連
し
た
動
画

サ
イ
ト
を
視
聴
す
る
層
は
限
定
的
と
は
い
え
、
政
治

家
が
直
接
語
り
か
け
る
動
画
に
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る

若
者
が
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
は
今
後
の
政
治
を
考

え
る
上
で
意
識
す
べ
き
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
先
日
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ

た
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
、
新
し
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
象
徴
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
一
四
〇
字
以
内
と
い
う
限
ら

れ
た
字
数
で
、
ユ
ー
ザ
が
今
し
て
い
る
こ
と
や
現
在
の

気
分
等
を
つ
ぶ
や
き
、
さ
ら
に
そ
の
つ
ぶ
や
き
を
フ

ォ
ロ
ワ
ー
と
呼
ば
れ
る
周
り
の
利
用
者
が
閲
覧
す

る
。
い
ち
早
く
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
の
高
い
活
動
報
告
を
行
っ
て
い
る
政
治
家
も

多
数
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
近
寄
り
が
た
く
そ
の
実
像
が
つ
か
み
に
く

か
っ
た
政
治
家
の
「
今
」
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。

世
論
の
計
測
ツ
ー
ル
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
方
政
党
に
と
っ
て
の
選
挙
戦
略
を
検
討
す
る
上

で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
必
須
の
ツ
ー
ル
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
）
は
消
費
財
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
で
は
す
で
に
一
般
的
な
手
法
と
し
て
定
着
し

て
い
る
が
、
政
策
・
選
挙
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

も
活
用
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
本
誌
三
〇
八
号
の

世
論
調
査
に
関
す
る
特
集
で
も
何
名
か
の
識
者
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
訪
問
面
接
・
郵
送
・
Ｒ
Ｄ
Ｄ

と
い
っ
た
既
存
の
世
論
調
査
手
法
は
そ
れ
ぞ
れ
に
問

題
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
こ
れ
ま
で
リ
ー
チ

で
き
な
か
っ
た
ユ
ー
ザ
層
へ
の
低
コ
ス
ト
な
調
査
手

法
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
、
特
に
ヘ
ビ

ー
ユ
ー
ザ
に
は
一
定
の
偏
り
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
そ
の
点
を
解
消
す
る
た
め
に
も
既
存
の
方
法
と

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
特
に
、
今
回
の
選
挙
で
は
総
じ
て
世
論
調
査
の

結
果
は
民
主
党
優
位
の
結
果
を
示
し
て
い
た
が
、
前

述
の
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
ユ
ー
ザ
向
け
の
調
査
を
実
施

す
る
と
自
民
党
の
支
持
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
単
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
け
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
（
バ
ズ
）
調
査
の
よ
う
な
、
ネ
ッ

ト
な
ら
で
は
の
調
査
手
法
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、

ブ
ロ
グ
や
掲
示
板
な
ど
の
Ｃ
Ｇ
Ｍ
（C

om
su
m
er

G
enerated

M
edia

）
と
呼
ば
れ
る
一
般
の
ネ
ッ
ト

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 



10

は
じ
め
に

平
成
二
一
年
八
月
三
〇
日
に
第
四
五
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
平
成
二
一
年
版
情
報
通
信

白
書
に
よ
る
と
、
国
民
の
四
人
に
三
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
現
状
に
あ
っ
て
は
、
今
回
の
総

選
挙
に
お
い
て
も
投
票
に
行
く
際
に
、
候
補
者
や
各

政
党
に
係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
た
方
も
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
行
の
公
職
選
挙
法

（
以
下
「
公
選
法
」）
に

お
い
て
、
こ
う
し
た
候

補
者
や
各
政
党
に
係
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
選
挙

運
動
に
用
い
る
こ
と
は

規
制
さ
れ
て
い
る
が
、

選
挙
運
動
に
わ
た
ら
な

い
政
治
活
動
用
ホ
ー
ム

ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
規
制
と
現
状

総
務
省
選
挙
課
課
長
補
佐
　

原

昌
史

●プロフィール

はらまさのぶ

平成９年自治省入省、総務省
選挙課、総務省市町村課外国
人台帳制度企画室を経て平成
21年６月より現職。

ユ
ー
ザ
が
書
き
込
ん
だ
内
容
を
分
析
し
て
、
ユ
ー
ザ

が
多
く
書
き
込
ん
だ
単
語
な
ど
か
ら
、
ユ
ー
ザ
の
現

在
の
関
心
を
計
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
約
情
報
の
提
供

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
ユ
ー
ザ
の
関
心

に
あ
わ
せ
て
情
報
を
提
供
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ

る
。
特
に
、
こ
の
総
選
挙
で
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ

る
公
約
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関

す
る
報
道
が
際
だ
っ
て
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般

の
ユ
ー
ザ
に
と
っ
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
必
ず
し
も
親

し
み
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
少
な
く
な
い
分

量
で
あ
る
上
に
、
各
政
党
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

や
体
裁
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
特
定
の
分
野
の
政

策
に
関
し
て
各
党
間
の
比
較
を
行
う
な
ど
は
困
難
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
政
策
に

関
す
る
情
報
提
供
サ
イ
ト
が
近
年
い
く
つ
か
登
場
し

て
き
て
い
る
。

な
か
で
も
、
ユ
ー
ザ
が
い
く
つ
か
の
争
点
に
関
す

る
質
問
に
回
答
す
る
と
、
も
っ
と
も
考
え
方
の
近
い

政
党
を
提
示
す
る
タ
イ
プ
の
サ
イ
ト
と
し
て
、
筆
者

も
参
加
し
て
い
る
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
読
売
新
聞
社
と
協
力
し
て
提
供
し
た

「
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
」
や
毎
日
新
聞
に
よ
る

「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
利
用
者
が
一
〇
万
人
を

大
き
く
超
え
る
な
ど
、
今
日
の
選
挙
に
お
け
る
日
常

的
な
風
景
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
手
前
味
噌
な
が
ら
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

筆
者
の
研
究
室
に
よ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
索
サ
イ

ト
「
ま
に
け
ん
！
」
を
紹
介
す
る
。
同
サ
イ
ト
は
、

各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
た

上
で
、
任
意
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
い
て
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
仕
組

み
に
よ
り
、
有
権
者
に
関
心
の
あ
る
政
策
を
容
易
に

検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
検
索
サ
イ

ト
で
入
力
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
有
権
者
の
関
心

を
持
つ
単
語
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
関
心
あ

る
政
策
分
野
を
計
測
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
で

き
る
。
実
際
に
「
ま
に
け
ん
！
」
の
上
位
検
索
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
「
年
金
」「
消
費
税
」「
教
育
」「
雇
用
」

「
高
速
道
路
」
等
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
今
回
の
選
挙
で
の
有
権
者
の
関
心
を
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
政
策
に
基
づ
く
政
治
を
求
め
る
動
き
が
強

ま
っ
て
い
く
中
で
、
各
政
党
・
政
治
家
の
公
約
情
報

を
有
権
者
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
サ
イ
ト
は
、

ネ
ッ
ト
に
よ
る
政
治
学
習
の
進
展
と
い
う
観
点
か
ら

も
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
た
。
選
挙
活

動
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
解
禁
さ
れ
る
こ

と
も
含
め
て
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
登

場
し
、
年
齢
層
を
超
え
た
よ
り
開
か
れ
た
選
挙
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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ペ
ー
ジ
は
一
定
の
規
制
の
も
と
、
選
挙
運
動
期
間
中

で
あ
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
選
挙
運
動

と
政
治
活
動
と
に
係
る
公
選
法
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
簡
単
に
述
べ
よ
う
と
思
う
が
、
紙
幅
に
限
り
も

あ
る
の
で
、
細
か
い
点
は
極
力
省
き
、
ま
た
、
私
見

も
交
え
て
の
記
述
と
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
た
い
。

現
行
の
公
選
法
の
考
え
方

○
政
治
活
動
と
選
挙
運
動

選
挙
運
動
と
政
治
活
動
は
理
論
的
に
図
の
と
お
り

区
別
さ
れ
て
お
り
、
広
い
意
味
で
の
政
治
活
動
か
ら
選

挙
運
動
を
除
い
た
も
の
が
政
治
活
動
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
公
職
の
選

挙
に
つ
い
て
、
特
定
の
候
補
者
又
は
立
候
補
予
定
者

に
当
選
を
得
さ
せ
る
た
め
投
票
を
得
又
は
得
さ
せ
る

目
的
を
も
っ
て
行
う
、
直
接
又
は
間
接
に
必
要
か
つ

有
利
な
周
旋
、
勧
誘
そ
の
他
諸
般
の
行
為
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
広
い
意
味
で
の
政
治
活
動
と
は
、
一
般
的

抽
象
的
に
は
政
治
上
の
主
義
若
し
く
は
施
策
を
推
進

し
、
支
持
し
、

若
し
く
は
こ
れ

に
反
対
し
、
又

は
公
職
の
候
補

者
を
推
薦
し
、

支
持
し
、
若
し

く
は
こ
れ
に
反

対
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
う
直
接
、
間
接
の
一
切
の
行
為
の
こ

と
を
意
味
す
る
。

○
文
書
図
画
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

選
挙
運
動
と
政
治
活
動
を
区
別
し
た
上
で
、
選
挙

運
動
の
規
制
と
し
て
、
公
選
法
第
一
四
二
条
は
、
選

挙
運
動
の
た
め
に
使
用
で
き
る
文
書
図
画
に
つ
い

て
、
同
条
に
規
定
さ
れ
る
通
常
葉
書
、
ま
た
は
ビ
ラ

の
ほ
か
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
文
書
図
画
」
と
は
、
文
字
若
し
く
は
こ
れ

に
代
わ
る
べ
き
符
号
又
は
象
形
を
用
い
て
物
体
の
上

に
多
少
永
続
的
に
記
載
さ
れ
た
意
識
の
表
示
を
い

い
、
ス
ラ
イ
ド
、
映
画
、
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
等
も
す

べ
て
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
表
れ
た
文
字
等
を
用
い
た
意
識

の
表
示
は
、
同
条
に
規
定
す
る
文
書
図
画
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
公
選
法
上
の
「
頒
布
」
と
は
、
不
特
定
又

は
多
数
の
者
に
配
布
す
る
目
的
で
そ
の
内
の
一
人
以

上
の
者
に
配
布
す
る
こ
と
を
い
い
、
文
書
図
画
を
置

い
て
お
き
、
自
由
に
持
ち
帰
ら
せ
る
こ
と
を
期
待
す

る
よ
う
な
相
手
方
の
行
為
を
伴
う
方
法
に
よ
る
場
合

も
該
当
す
る
。
つ
ま
り
、
不
特
定
又
は
多
数
人
の
利

用
を
期
待
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
、

不
特
定
又
は
多
数
人
に
電
子
メ
ー
ル
を
発
信
す
る
こ

と
も
「
頒
布
」
に
当
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
等
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
表
れ
る
文
字
等
の
意

識
の
表
示
が
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
公
選
法
第
一
四
二
条
の
規
定
に

違
反
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
第
一
四
二
条
の
禁
止
を
免
れ
る
行
為
と
し

て
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
公
職
の
候
補
者
の
氏
名
等

を
表
示
す
る
文
書
図
画
を
頒
布
す
る
こ
と
も
ま
た
公

選
法
第
一
四
六
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
政

治
活
動
で
あ
っ
て
も
、
候
補
者
の
氏
名
等
を
表
示
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
等
の
行
為
が
当
該
禁

止
を
免
れ
る
行
為
に
当
た
る
場
合
は
公
選
法
第
一
四

六
条
に
抵
触
す
る
。

ま
た
、
公
選
法
第
二
○
一
条
の
一
三
第
一
項
第
二

号
の
規
定
は
、
政
党
等
が
選
挙
運
動
期
間
中
に
お
い

て
、
政
治
活
動
の
た
め
に
頒
布
す
る
文
書
図
画
に
、

政治活動 

広い意味での政治活動   

選挙運動 

図　選挙運動と政治活動の
関係について

表　候補者のホームページ等による政治活動・選挙運動について

主体 
内容 公職の候補者等又は第三者 政党その他の政治活動を行う団体 

選挙運動 
 
 
 
 
 
 
 
政治活動 
 

【通常時】 
○事前運動に当たるため禁止 
 （公選法第129条） 
【選挙運動期間中】 
○法定外の文書図画の頒布に 
　該当するため禁止 
 （公選法第142条） 
 
【通常時】 
○自由 
【選挙運動期間中】 
○候補者の氏名等を表示して 
　いるホームページを開設、 
　書き換えすることにより禁 
　止を免れる行為に該当する 
　場合には禁止（公選法第146条） 
 

【通常時】 
○同左 
 
【選挙運動期間中】 
○同左 
 
 
 
【通常時】 
○同左 
【選挙運動期間中】 
○ホームページを開設、書き 
　換えする場合に、候補者の 
　氏名等を表示することは、 
　禁止 
 （公選法第201条の13） 
 

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 
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を
掲
げ
た
。
同
党
は
す
で
に
、
平
成
一
八
年
国
会
に

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
法
案
」
を
提
出

し
た
経
緯
も
あ
り
、
い
よ
い
よ
わ
が
国
で
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
選
挙
解
禁
の
時
代
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

実
際
に
解
禁
と
な
れ
ば
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
な
整
備
と
技
術
的
な

準
備
が
必
要
に
な
る
。

ネ
ッ
ト
選
挙
の
解
禁
へ

先
の
衆
議
院
選
挙
で
も
、
選
挙
期
間
中
の
W
e
b

更
新
の
継
続
な
ど
が
行
わ
れ
て
、
事
実
上
の
ネ
ッ
ト

選
挙
解
禁
へ
の
動
き
は
す
で
に
不
可
逆
の
趨
勢
と
な

っ
て
い
る
。
民
主
党
は
、「
政
策
集
I
N
D
E
X
２

０
０
９
」
で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
」

ネ
ッ
ト
と
選
挙

期
待
さ
れ
る
新
し
い
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
長
・
教
授
　

石
田

英
敬

当
該
選
挙
区
の
特
定
の
候
補
者
の
氏
名
等
の
事
項
を

記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い

た
選
挙
運
動
お
よ
び
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
現
行
の

公
選
法
の
考
え
方
は
表
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
の
動
き

Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
選
挙
運
動
の
あ
り
方
を

調
査
研
究
す
る
た
め
に
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
に
総

務
省
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｔ
時
代
の
選
挙
運
動
に
関
す
る

研
究
会
」
を
設
置
し
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
報
告

書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

同
研
究
会
報
告
書
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
、
誹
謗
中
傷
・

な
り
す
ま
し
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
悪
用
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
の
存
在
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、
有
権
者
の
政
治
参
加
の

促
進
、
候
補
者
情
報
の
充
実
、
有
権
者
と
候
補
者
と

の
直
接
対
話
の
実
現
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
の
実

現
な
ど
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
の
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
選
挙
運

動
の
解
禁
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
選

挙
運
動
を
認
め
る
こ
と
、
国
・
地
方
の
す
べ
て
の
選

挙
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
候
補
者
や
政
党
等
の
ほ
か

に
第
三
者
を
主
体
と
し
た
選
挙
運
動
ま
で
認
め
る
こ

と
等
を
内
容
と
す
る
提
言
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。民

主
党
や
自
民
党
な
ど
各
党
に
お
い
て
も
議
論
が

な
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
八
年
六
月
に
は
民
主
党
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
選
挙
運
動
の
解
禁
等

に
関
す
る
公
選
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が

国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
法
律
案
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
選
挙
運
動
の
解
禁
の
範
囲
と
し
て
、
国
・
地
方
の

全
て
の
選
挙
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
第
三
者
に
よ
る

選
挙
運
動
ま
で
認
め
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
限
ら
ず
電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
用
い
る
方
法
に
つ
い
て
も
可
能
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

近
年
、
現
行
の
厳
し
い
選
挙
運
動
規
制
を
自
由
化

す
べ
き
と
の
意
見
が
各
方
面
か
ら
聞
か
れ
る
。
特
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
〇
年
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
と
比
較
し
て
、
日

本
で
も
自
由
化
す
べ
き
と
の
論
調
も
多
い
。
一
方
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
誹
謗
中
傷
・
な
り
す
ま
し
と
い

っ
た
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
限
ら
れ
た
選
挙
運
動
期
間
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
対
す
る

懸
念
も
示
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
選

挙
運
動
を
解
禁
す
る
か
ど
う
か
は
選
挙
運
動
の
あ
り

方
と
い
う
、
い
わ
ば
選
挙
の
土
俵
作
り
の
問
題
で
あ

る
。
国
会
に
お
い
て
、
十
分
に
議
論
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
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し
か
し
、
そ
う
し
た
技
術
的
・
制
度
的
問
題
を
超

え
て
、
政
治
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
」

と
略
）
を
全
面
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に

は
、
政
治
活
動
の
質
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が

国
の
ネ
ッ
ト
文
化
全
体
に
と
っ
て
も
良
い
効
果
が
期

待
で
き
る
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
が
政
治

的
に
も
「
責
任
あ
る
空
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
社
会
的
・
文
化
的
な
成
熟
が
進
み
、
今
ま
で
の

と
こ
ろ
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
、
ネ
ッ
ト
の

「
公
共
空
間
」
の
形
成
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
「
歪
ん
だ
情
報
空
間
」
の
側
面
を
持
つ

と
い
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
空
間
に
つ
い
て
問
い
直
し
、

「
公
共
空
間
」
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
を
育
て
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
と
政
治
文
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
呼
称
が
示
す
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
は
世
界
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
情
報
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
主
た
る
情
報
基
盤
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
よ
り
精
密
に
観
察
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
に
関
し
て
、

歴
史
的
・
文
化
的
な
差
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
活

用
の
仕
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
社
会
と

文
化
が
当
該
技
術
を
使
っ
て
き
た
経
験
に
大
き
な
質

的
な
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
の
発
祥
の
地
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ネ
ッ
ト
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
文
化
の
興
隆
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
。
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
主
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
起
こ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
文
化
は
、
権
力
に
対
す

る
「
対
抗
文
化
」
と
し
て
の
色
濃
い
側
面
を
も
っ
て

い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
や
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
や
同
性
愛

解
放
が
叫
ば
れ
て
い
た
六
〇
年
代
末
に
、
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
ブ
」
と
い
う
運
動

が
あ
っ
た
。「
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
（
大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
）」
が
中
心
で
あ
っ
た
国
家
戦
略
や
軍
需
産
業

の
手
か
ら
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
解
放
せ
よ
！
」
と
い

う
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が

「
パ
ソ
コ
ン
」
と
い
う
万
人
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
現
在
の
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
創
設
者
や

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
な
ど
は
、
こ
う
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
文
化
の
若
き
担
い
手
と
し
て
登

場
し
た
の
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
以
後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
文
化
は
、
知
識

産
業
社
会
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
ネ
ッ
ト
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
、
ネ
ッ
ト
市
民
と
い
っ
た
、
草
の
根
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
運
動
と
い
う
側
面
と
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
発
達
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

昨
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
オ
バ
マ

陣
営
に
よ
るi-P

od

な
ど
情
報
端
末
を
駆
使
し
た
草

の
根
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ブ
ロ
グ
や
ウ
ェ
ブ
に
媒
介
さ

れ
て
刻
々
と
展
開
す
る
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
そ

の
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
文
化
の

正
統
な
延
長
上
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
欠
如
や
強
権
的
支
配

と
い
う
政
治
状
況
に
規
定
さ
れ
て
、
ネ
ッ
ト
が
抵
抗

や
対
抗
の
た
め
の
民
主
化
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
国
も
あ
る
。
つ
い
最
近
も

イ
ラ
ン
の
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
る
抵
抗
運
動
で
ツ
イ

ッ
タ
ー
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

が
脚
光
を
浴
び
た
が
、
自
由
が
制
約
さ
れ
情
報
が
希

少
な
社
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
は
、
有
力
な
対
抗
的
な
政

治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

定
着
す
る
こ
と
も
あ
る
。
比
較
的
最
近
に
民
主
化
を

経
験
し
た
国
で
は
、
公
式
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
信
頼

が
低
く
、
ネ
ッ
ト
が
公
共
空
間
の
原
動
力
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

市
民
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
韓
国
で
成
功
し
た
「
オ
ー

マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
」
が
日
本
で
は
う
ま
く
定
着
し
な
か

っ
た
な
ど
は
、
大
新
聞
な
ど
の
支
配
的
な
公
的
メ
デ

ィ
ア
と
市
民
レ
ベ
ル
で
の
情
報
ニ
ー
ズ
と
の
そ
う
し

た
相
関
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
事
例
と
も
い
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

わ
が
国
の
ネ
ッ
ト
文
化
の
問
題
点

ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
国
で
の
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
民
メ
デ
ィ
ア
、
対
抗
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
側
面
が
希
薄
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
権
威
的
体
制
が
情
報
を
独
占
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、「
情
報
の
希
少
な
社
会
」

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
ネ
ッ
ト

を
と
お
し
た
「
市
民
的
公
共
性
」
が
育
っ
て
こ
な
か

っ
た
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
〇
年
代
の
よ
う
な
政
治
的
激
動
を
経
験
し
た
時

ネットと選挙 特集 ネットと選挙 
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いしだ ひでたか

専攻は、情報記号論、メディア分析。
昭和28年生まれ。東京大学文学部
卒。人文科学博士。パリ第８大学、
パリ第７大学客員教授を歴任。メデ
ィアと政治、情報技術と社会につい
て、総合誌や新聞テレビで積極的に
発言している。主な著書に 、『知の
デジタル・シフト』（編著、弘文堂、
2006年）、『現代思想の地平』（放送
大学教育振興会、2005年）などが
ある。

代
は
遙
か
遠
く
に
退
き
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い

は
年
齢
的
な
固
定
性
が
大
き
い
の
で
、
野
党
や
労
働

組
合
な
ど
の
コ
ア
な
ア
ク
タ
ー
た
ち
が
、
既
存
の
活

字
媒
体
を
離
れ
に
く
く
、
市
民
運
動
等
が
ネ
ッ
ト
上

に
は
根
付
か
な
い
と
い
う
状
況
が
こ
の
間
ず
っ
と
続

い
て
き
た
。「
政
権
交
代
」
は
、
そ
の
意
味
で
は
、

政
治
メ
デ
ィ
ア
の
更
新
の
、
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
で
は
ネ
ッ
ト
お
よ
び
I
T
技
術
全
般
が
、
政

治
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
経

済
的
お
よ
び
商
業
的
活
動
の
技
術
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
官
公
庁
お
よ
び
産
業
界
主
導
で
導
入
さ
れ
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
政
策
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
も

あ
る
。「
放
送
と
通
信
」
の
関
係
に
か
か
わ
る
規
制

な
ど
、
け
っ
し
て
「
公
職
選
挙
法
」
だ
け
で
は
な
い

規
制
が
、
ネ
ッ
ト
に
基
盤
を
お
く
公
共
空
間
の
発
達

を
阻
害
し
て
き
た
側
面
が
あ
る
。

結
果
、
私
た
ち
の
社
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
技
術
的
な
先
進
性
や
利
便
性
が
も
っ
ぱ

ら
強
調
さ
れ
、「
情
報
の
過
剰
な
社
会
」
の
現
象
が

目
立
つ
傾
向
に
あ
る
。
消
費
の
た
め
の
情
報
や
、
生

活
情
報
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
割
に
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
信

頼
に
足
る
知
識
や
ま
っ
と
う
な
議
論
が
積
み
上
が
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
形
成
が
望
め
そ
う
に

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
は
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
個
人
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
メ
デ

ィ
ア
特
性
か
ら
し
て
、
匿
名
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
過
度
に
グ
ル
ー
プ
化
し
「
オ
タ
ク
化
」
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
人
々
を
閉
じ
込
め
て
い
く

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
ヘ
イ
ト
グ
ル
ー
プ
」（
人
種
差
別
主
義
団
体
）
と
い

う
よ
う
な
極
端
な
意
見
へ
の
分
極
化
が
見
受
け
ら

れ
、「
ブ
ロ
グ
炎
上
」
な
ど
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

新
し
い
公
共
空
間
の
可
能
性

数
多
く
の
課
題
を
抱
え
た
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
あ
っ

て
も
、
選
挙
運
動
の
ネ
ッ
ト
解
禁
は
、
選
挙
の
現
代

化
の
た
め
に
も
、
わ
が
国
の
ネ
ッ
ト
文
化
の
成
熟
の

た
め
に
も
良
い
効
果
を
も
つ
と
期
待
さ
れ
る
。

そ
れ
は
単
に
新
し
い
媒
体
を
使
っ
て
政
治
活
動
や

選
挙
運
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
に
は
政
治
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
変
容
さ
せ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
の
「
オ
バ
マ
選
挙
」
に

見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
現
代

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
現
代
政
治
の
成
り
立
ち
を
大
き
く

変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
十
分
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と

で
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
大
き
な

変
化
が
見
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
オ
バ
マ
選
挙
で
見

ら
れ
た
よ
う
に
、「
演
説
」
や
「
雄
弁
」
と
い
っ
た
基

本
的
な
政
治
技
術
を
復
権
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
ブ
ロ
グ
な
ど
で
有
権

者
と
の
「
対
話
」
を
組
織
し
て
政
策
を
募
り
、
選
挙

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
、「
参
加

型
民
主
主
義
」
な
ど
の
動
き
も
あ
る
。
小
口
献
金
や

草
の
根
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
オ
バ
マ
選
挙
に
見

ら
れ
た
動
き
も
関
連
し
て
く
る
。
選
挙
カ
ー
に
よ
る

連
呼
な
ど
と
い
っ
た
貧
し
い
政
治
文
化
で
は
な
い
、

中
身
の
あ
る
政
治
の
言
葉
が
育
つ
た
め
に
も
ネ
ッ
ト

を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
け

ば
、
選
挙
運
動
の
改
革
を
超
え
て
、
政
治
そ
の
も
の

が
姿
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
が
責
任
あ
る
政
治
空
間
と
し

て
認
知
さ
れ
使
わ
れ
る
こ
と
が
定
着
す
れ
ば
、
長
い

目
で
見
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
空
間
そ
の
も
の
が
、
よ
り
責

任
あ
る
政
治
空
間
と
し
て
成
熟
す
る
可
能
性
も
見
え

て
く
る
こ
と
に
な
る
。

無
責
任
で
不
確
実
な
情
報
が
氾
濫
す
る
無
秩
序
な

情
報
空
間
で
は
な
く
、
成
熟
し
た
責
任
あ
る
政
治
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
の
公
共
空
間

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



っ
て
い
ま
す
。

選
挙
制
度

・
大
統
領

大
統
領
は
国
民
の
直
接
投
票
に
よ
り

選
出
さ
れ
、
任
期
は
五
年
、
再
選
は
一

度
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
五
代
ま

で
の
大
統
領
と
副
大
統
領
は
、
国
民
協

議
会
の
決
議
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
）。
第
一
回
の
国
民
投
票
で
過
半

数
を
得
た
候
補
者
が
い
な
い
場
合
は
、

上
位
二
名
に
よ
る
決
戦
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
大
統
領
と
副
大
統
領
は

一
組
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
す
。

大
統
領
選
挙
へ
の
立
候
補
に
あ
た
っ

て
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。
大
統
領
候
補

を
擁
立
で
き
る
の
は
、
直
前
に
行
わ
れ

た
総
選
挙
で
、
二
五
％
以
上
の
得
票
率

を
獲
得
す
る
か
議
席
の
二
〇
％
以
上
を

獲
得
し
た
単
独
政
党
も
し
く
は
連
合
政

党
、
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
月
八
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
選
挙

で
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
組
（
副
大
統
領
候
補

は
ブ
デ
ィ
オ
ノ
氏
〔
中
央
銀
行
総
裁
〕）

の
他
に
、
前
大
統
領
の
メ
ガ
ワ
テ
ィ
（
闘

争
民
主
党
、
副
大
統
領
候
補
は
プ
ラ
ボ

ウ
ォ
氏
〔
軍
人
〕）
組
な
ど
が
立
候
補
し

ま
し
た
。
投
票
結
果
は
ユ
ド
ヨ
ノ
組
が

六
〇
％
を
獲
得
し
、
当
選
に
必
要
な
過

半
数
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

異
議
申
立
て
期
間
中
に
メ
ガ
ワ
テ
ィ
氏

な
ど
か
ら
憲
法
裁
判
所
に
選
挙
無
効
の

申
立
て
が
な
さ
れ
、
審
議
の
末
、
八
月

に
選
挙
結
果
の
合
憲
判
決
が
出
さ
れ
、

ユ
ド
ヨ
ノ
組
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
約
七
二
％
。
投
票
日
は
法

律
に
よ
り
、
休
日
に
行
わ
れ
る
か
、
も

し
く
は
休
日
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
国
民
議
会
選
挙
も
同
じ
）。

・
国
民
議
会
等

国
民
議
会
の
定
数
は
五
六
〇
人
、
任

期
は
五
年
で
す
。
全
国
を
七
七
の
選
挙

区
に
分
け
、
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表

制
で
議
員
を
選
出
し
ま
す
。
四
月
に
行

わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統

領
を
支
え
る
民
主
党
が
前
回
よ
り
大
幅

に
議
席
を
増
や
し
、
第
一
党
を
確
保
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
氏
や
こ
れ

を
支
持
す
る
民
主
党
が
勝
利
を
収
め
た

の
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
氏
が
第
六
代
大
統
領

と
し
て
推
し
進
め
て
き
た
、
汚
職
撲
滅

イイ
ンン
ドド
ネネ
シシ
アア

イイ
ンン
ドド
ネネ
シシ
アア

二
〇
〇
九
年
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

と
っ
て
五
年
に
一
度
の
選
挙
の
年
で
し

た
。
四
月
は
総
選
挙
が
、
七
月
に
は
大

統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
国
の
新
し
い
か

た
ち
が
決
ま
り
ま
し
た
。

大
統
領
制

大
統
領
は
国
家
元
首
で
行
政
府
の
長

も
兼
ね
て
お
り
、
首
相
職
は
置
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
七
月
に
行
わ
れ
た
大
統
領

選
挙
で
は
ス
シ
ロ
・
バ
ン
バ
ン
・
ユ
ド

ヨ
ノ
氏
（
国
軍
出
身
）
が
再
選
さ
れ
、

一
〇
月
の
就
任
式
を
経
て
、
第
七
代
大

統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。

大
統
領
の
下
に
は
副
大
統
領
が
置
か

れ
、
各
閣
僚
は
大
統
領
が
指
名
し
ま
す
。

議
会
は
、
国
民
か
ら
直
接
選
挙
で
選

出
さ
れ
る
国
民
議
会
（
立
法
、
国
家
予

算
の
作
成
、
政
府
に
対
す
る
監
視
）
と

地
方
代
表
議
会
（
地
方
自
治
・
地
方
財

政
等
に
関
す
る
法
案
の
提
言
、
審
議
へ

の
参
加
）、
そ
し
て
国
会
議
員
と
地
方

代
表
議
会
議
員
の
全
部
で
構
成
さ
れ
て

い
る
国
民
協
議
会
（
憲
法
の
制
定
・
改

正
権
、
大
統
領
罷
免
決
議
権
）
か
ら
成

政
策
、

治
安
維

持
、
経

済
政
策
な
ど
が
国
民
か
ら
圧
倒
的
に
支

持
さ
れ
た
結
果
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
代
表
議
会
は
全
三
三
州
か
ら
四

人
ず
つ
（
定
数
一
三
二
人
）
選
出
さ
れ
、

任
期
は
同
じ
く
五
年
で
す
。

今
年
の
総
選
挙
は
四
月
九
日
（
木
）

に
投
票
が
行
わ
れ
、
国
会
議
員
、
地
方
代

表
議
会
、
州
議
会
、
市
／
県
議
会
の
各

議
員
を
一
斉
に
選
出
し
ま
し
た
。
各
投

票
用
紙
は
候
補
者
の
顔
写
真
な
ど
が
掲

載
さ
れ
、
新
聞
紙
大
に
も
な
り
ま
す
。

投
票
率
は
約
七
〇
％
で
し
た
。
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民　主　党 
 

ゴルカル党 

闘争民主党 

獲得議席 
（占有率%） 

150 
（26.7） 

107 
（19.1） 

95 
（16.9） 

 

得票率 
（％） 

20.8 

 
14.4 
 

14.0 

 

前回獲得 
議席 

  57 

 
127 

 

109

前回得票率 
（％） 

  7.5 

 
21.6 

 

18.5 

 

2009年総選挙の結果
（主要政党の獲得議席および得票率）

総
選
挙
の
投
票
用
紙



青
少
年
が
街
を
つ
く
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

放
送
大
学
教
授
　
宮
本

み
ち
子

で
不
安
や
不
便
を
感
じ
る
点
を
聴
く
取
り
組
み
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
街
灯
が
適
切
で
あ

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業
を
青
少
年
に
や
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。

青
少
年
か
ら
上
が
っ
た
改
善
の
要
望
が
議
会
で
承
認

さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
改
善
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
公
園
で
青
少
年

と
一
緒
に
試
し
て
み
て
意
見
を
聞
き
、
改
善
計
画
を

実
行
に
移
す
と
こ
ろ
で
し
た
。

〈
公
共
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
も
あ
り
ま
す
。
日

常
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
の
多
い
青
少
年
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
市
の
職
員

と
バ
ス
会
社
の
社
員
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
街
灯

や
公
共
交
通
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
青
少
年
こ
そ
地

域
で
生
活
す
る
主
人
公
で
、
日
ご
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
感
じ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

自
分
た
ち
の
駅
舎
を
作
る

〈
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
も
あ
り
ま
す
。
美
し
い
二

つ
の
湖
に
は
さ
ま
れ
た
駅
舎
が
あ
り
ま
す
。
電
車
と

で
一
〇
人
く
ら
い
の
中
学
生
が
各
学
校
か
ら
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
ず
市
の
職
員
が
、
模
型
や
ス
ク
リ
ー
ン
で
生
徒

た
ち
に
都
市
再
開
発
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
た
ち
か
ら
質
問
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

に
答
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
中
学
生
は
毎
週
集
ま
っ
て
、
彼
ら
の

意
見
を
集
約
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
が
参
加
者
に
、「
今
日
、
こ
う
い
う
会
に
参
加

し
て
市
か
ら
説
明
を
受
け
た
こ
と
を
ど
う
感
じ
ま
し

た
か
？
」
と
た
ず
ね
ま
す
と
、
あ
る
子
は
こ
う
言
っ

て
い
ま
し
た
。「
大
人
た
ち
が
自
分
た
ち
に
真
剣
に

説
明
を
し
て
く
れ
る
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
意
見
を

聴
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
」
と
。
来
週
か
ら
毎
週
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
自
分
は
意
見
を
言
お
う
と
思
っ
て
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
青
少
年
を
参
画
さ
せ
る
試
み
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
〈
街
灯
プ
ラ
ン
〉

と
い
う
も
の
で
す
。
青
少
年
や
障
害
者
が
日
常
生
活

今
回
は
、
ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
青

少
年
の
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
街
に
愛
着
を
も

ち
、
住
み
や
す
い
街
に
し
て
い
こ
う
と
主
体
的
に
か

か
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

成
長
す
る
上
で
大
き
な
経
験
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら

の
力
に
よ
っ
て
社
会
は
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
ヨ

ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
で
は
、
青
少
年
行
動
計
画
に
基
づ
い

て
、
街
づ
く
り
に
子
ど
も
や
若
者
を
参
画
さ
せ
る
取

り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
市
街
地
の
公
共
交
通
や

街
灯
、
駅
舎
の
改
善
の
た
め
に
、
子
ど
も
や
若
者
の

意
見
を
聴
取
し
、
ま
た
、
進
行
中
の
再
開
発
計
画
へ

の
参
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

都
市
再
開
発
へ
の
子
ど
も
の
参
加

ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
市
の
中

心
地
を
再
開
発
す
る
計
画
が
進
行
中
で
し
た
が
、
そ

こ
に
青
少
年
を
参
画
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
訪
問
し
た
時
は
都
市
再
開
発
計
画
の
骨
子
が
完

成
し
た
頃
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
市
の
呼
び
か
け

16

第4回



バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
、
青
少
年
は
日
常
的
に
使

う
の
で
す
が
、
冬
に
な
る
と
風
が
吹
き
さ
ら
し
で
、

マ
イ
ナ
ス
三
〇
度
に
も
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
市

の
都
市
計
画
課
の
職
員
が
呼
び
か
け
て
一
五
歳
か
ら

二
〇
歳
の
一
五
人
の
若
者
を
集
め
、
新
し
い
駅
舎
の

デ
ザ
イ
ン
を
ゆ
だ
ね
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
障
害
者

グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
市
の
職

員
や
専
門
家
も
加
わ
り
、
若
者
た
ち
に
援
助
を
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
、
写
真
に
あ
る
よ
う
な
ガ
ラ
ス
張

り
の
明
る
い
快
適
な
駅
が
完
成
し
た
の
で
す
。

発
着
を
知
ら
せ
る
わ
か
り
や
す
い
電
光
表
示
、
使

い
や
す
い
ト
イ
レ
、
視
覚
障
害
者
用
の
凹
凸
ラ
イ
ン

や
案
内
板
、
湖
が
見
渡
せ
る
広
い
ガ
ラ
ス
の
壁
な
ど
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
若
者
の
ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
も
あ
り
ま

す
。
市
内
に
数
カ
所
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
あ
る
の
で

す
が
、
開
設
に
あ
た
っ
て
青
少
年
や
障
害
者
の
意
見

を
出
し
、
大
人
た
ち
と
協
力
し
て
作
っ
た
の
で
す
。

そ
の
一
つ
は
、
古
い
工
場
の
建
物
を
利
用
し
た
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
で
す
。
写
真
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
古
き

時
代
の
面
影
が
残
る
レ
ン
ガ
造
り
の
ど
っ
し
り
し
た

建
物
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
快
適
な

空
間
で
す
。
階
上
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
店
内
で
は
飲
み
物
と
手
製
の
ク
ッ
キ
ー
や
ケ

ー
キ
が
置
か
れ
、
家
庭
的
で
温
か
み
の
あ
る
ほ
っ
と

す
る
雰
囲
気
で
し
た
。
店
の
奥
に
、
青
少
年
の
活
動

を
紹
介
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
あ
る
一
角
が
あ
り
、

中
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
ソ
フ
ァ
に
腰
掛
け

て
寛
い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
青
少
年

の
ア
イ
デ
ア
で
作
っ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
お

気
に
入
り
の
場
所
だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
青
少
年
の
街
づ
く
り
へ
の
参
加

活
動
を
中
心
に
な
っ
て
進
め
た
の
は
、
市
の
都
市
計

画
課
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ネ
レ
ル
ー
プ
さ
ん
と
い
う

三
〇
代
の
女
性
職
員
で
し
た
。
彼
女
は
、
青
少
年
を

街
づ
く
り
に
参
画
さ
せ
る
試
み
を
、
信
念
を
も
っ
て

熱
心
に
粘
り
強
く
続
け
て
い
る
人
で
し
た
。
青
少
年

行
動
計
画
が
あ
る
だ
け
で
は
、
青
少
年
の
社
会
へ
の

参
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
大
人
た
ち
が

い
る
か
ら
理
念
が
実
現
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
私

は
実
感
し
ま
し
た
。

子
ど
も
用
予
算
は
子
ど
も
が
決
め
る

ヨ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
以
外
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
も
う
一
つ

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊
外
に
パ

ー
ム
ド
ゥ
と
い
う
新
興
住
宅
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
子
ど
も
た
ち
が
多
い
土
地
柄
で
、
計
算
し
た
ら
三

割
が
青
少
年
で
占
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
ら
の
発
言
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
自
治
体
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
市
の
職
員
た

ち
は
気
づ
い
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
こ
で
青
少
年
の

発
言
の
場
を
保
障
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
国
か
ら
子
ど
も
の
た
め

の
助
成
金
と
し
て
二
千
万
円
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は

条
件
付
き
で
来
た
も
の
で
す
。
そ
の
条
件
と
は
、
中

学
生
を
中
心
と
す
る
子
ど
も
た
ち
に
二
千
万
円
の
お

金
の
使
い
方
を
決
め
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
二
千
万
円
を
ど
う
使
う
か
を
テ
ー
マ
に
、

青
少
年
の
集
会
で
あ
る
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。
一
回
目
に
は
四
〇
〇
も
の
要
求
項
目

が
出
ま
し
た
。
二
回
目
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
と
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
二
つ
に
し
ぼ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
二
千
万
円
で
両
方
を
実
現
す
る
の

は
無
理
で
す
。
私
が
訪
問
し
た
の
は
そ
の
頃
で
、
近

い
う
ち
に
規
模
の
大
き
な
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
、
最
終
決
定
す
る
予
定
だ
そ
う
で
、
夜
は

大
デ
ィ
ス
コ
大
会
を
や
る
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

青
少
年
は
、
自
分
た
ち
が
発
言
し
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
話
し
合
い
や
交
渉
を
経
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
民
主
主
義
と
い
う
も
の
を
体
得
す
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
を
経
て
、
一
人
前
の
社
会

人
へ
と
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
生
徒
が
学
校
運
営
に
参
加
し
て
い
く
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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二
〇
年
九
月
調
査
）
に
よ
る
と
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
な

ど
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
知

っ
て
い
た
」
と
答
え
た
人
は
七
一
・
一
％
、「
知
ら

な
か
っ
た
」
は
二
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
所
持
に
つ
い
て
は
、

「
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
は
六
・
六
％
、

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
る
」
は

〇
・
五
％
、「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
の
あ
る
医
療

保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い
る
」
は
一
・
七
％

に
し
か
す
ぎ
ず
、「
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人

は
九
一
・
六
％
に
達
し
て
い
る
。

家
族
の
同
意
で
提
供
可
能
へ

改
正
臓
器
移
植
法
は
こ
う
し
た
現
行
法
の
問
題
を

見
直
し
、
新
た
に
、
①
脳
死
は
一
般
的
に
人
の
死
と

位
置
づ
け
る
、
②
本
人
が
拒
否
し
て
い
な
い
場
合
は

家
族
の
同
意
で
提
供
で
き
る
、
③
提
供
は
一
五
歳
以

上
と
い
う
現
行
の
年
齢
制
限
を
撤
廃
、
④
親
族
へ
優

先
的
に
提
供
す
る
と
意
思
表
示
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
る
―
の
四
点
を
柱
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
本
人
が
拒
否
し
て
い
な
け
れ
ば
家
族

の
同
意
で
脳
死
か
ら
臓
器
が
提
供
で
き
る
と
し
た
の

が
最
大
の
特
徴
だ
。
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
な
ど
生
前
の
意

思
表
示
が
普
及
し
な
い
た
め
、
そ
の
制
約
を
撤
廃
し
、

生
前
に
拒
否
し
て
い
な
け
れ
ば
家
族
の
同
意
に
よ
り

移
植
に
道
を
開
い
た
。

あ
る
医
療
関
係
者
は
「
現
在
で
も
心
臓
停
止
後
の

腎
臓
提
供
を
す
る
半
数
は
臨
床
的
に
脳
死
と
判
断
さ

れ
た
方
で
、
こ
の
方
々
の
ほ
と
ん
ど
が
脳
死
移
植
提

供
に
移
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
〇
件
前
後
の
脳

に
対
す
る
理
解
、
ま
た
そ
の
患
者
の
家
族
の
理
解
に

や
っ
と
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
の
た
め
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本
で
の
脳
死
移
植
に
期
待
で
き
ず
に

大
人
、
子
ど
も
を
問
わ
ず
、
多
額
の
渡
航
費
用
を
工

面
し
、
海
外
で
移
植
手
術
を
受
け
よ
う
と
い
う
患
者

が
後
を
絶
た
な
い
。
日
本
で
の
ド
ナ
ー
の
少
な
さ
か

ら
、
海
外
で
の
移
植
に
希
望
を
持
つ
わ
け
だ
。

移
植
し
な
け
れ
ば
死
を
待
つ
だ
け
と
い
う
厳
し
い

現
実
に
直
面
し
て
い
る
患
者
に
と
っ
て
は
当
然
の
行

動
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
受
け
入
れ
国
で
の
臓

器
不
足
と
い
う
事
態
を
招
き
、
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
来
年
五
月
の
総
会
で
、
海
外
に
渡
航
し
て

受
け
る
臓
器
移
植
の
自
粛
を
求
め
る
指
針
を
決
定
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

九
一
％
が
意
思
表
示
せ
ず

で
は
な
ぜ
、
日
本
で
は
脳
死
移
植
が
進
ま
な
い
の

か
。
そ
の
一
つ
が
現
行
法
の
厳
し
さ
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
現
行
法
で
は
本
人
が
生
前
、
臓
器
提
供
の

意
思
と
脳
死
判
定
に
従
う
意
思
を
書
面
な
ど
で
示

し
、
さ
ら
に
家
族
が
脳
死
判
定
と
臓
器
摘
出
を
拒
否

し
な
い
と
き
に
限
っ
て
、
臓
器
の
脳
死
移
植
を
認
め

て
い
る
。

生
前
の
意
思
確
認
の
方
法
は
大
別
す
る
と
「
臓
器

提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
）
・
シ
ー

ル
」「
健
康
保
険
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
登
録
」の
三
通
り
が
あ
る
が
、

実
際
、意
思
表
示
を
し
て
い
る
人
は
ま
だ
わ
ず
か
だ
。

内
閣
府
の
臓
器
移
植
に
関
す
る
世
論
調
査（
平
成

「
脳
死
は
一
般
的
に
人
の
死
」
と
位
置
づ
け
た
改
正

臓
器
移
植
法
が
こ
の
七
月
に
成
立
、
来
年
七
月
に
施

行
さ
れ
る
。
改
正
法
は
臓
器
提
供
の
年
齢
制
限
の
撤

廃
、
家
族
の
同
意
で
提
供
が
可
能
な
ど
脳
死
移
植
を

促
進
す
る
も
の
だ
が
、
同
意
に
迷
う
ド
ナ
ー
（
臓
器

提
供
者
）
家
族
の
精
神
的
支
援
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。

進
ま
な
い
脳
死
移
植

十
二
年
間
で
八
一
件
―
。
こ
れ
が
日
本
で
の
脳
死

者
に
よ
る
臓
器
提
供
の
現
状
だ
。
臓
器
移
植
法
が
施

行
さ
れ
た
の
が
平
成
九
年
一
〇
月
。
一
人
の
ド
ナ
ー

か
ら
は
心
臓
や
肝
臓
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
が
提
供

さ
れ
る
た
め
、
移
植
の
総
数
は
三
〇
〇
を
超
え
る
。

心
臓
の
場
合
は
六
四
人
に
移
植
さ
れ
て
い
る
が
、
十

二
年
間
の
件
数
と
し
て
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

今
年
も
、
例
え
ば
一
月
に
は
、
東
京
都
内
の
医
療

機
関
に
入
院
し
て
い
た
五
〇
歳
代
の
男
性
が
脳
死
と

判
定
さ
れ
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
を
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト（
移
植
を
受
け
る
患
者
）

に
提
供
し
て
い
る
が
、
現
在
の
脳
死
移
植
は
、
不
幸

に
も
脳
死
と
な
っ
た
患
者
の
生
前
か
ら
の
脳
死
移
植

臓
器
移
植
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死
提
供
に
加
え
て
、
腎
提
供
の
半
分
約
六
〇
件
を
加

え
る
と
、
脳
死
提
供
は
約
七
〇
件
程
度
ま
で
増
加
す

る
」
と
推
定
し
て
お
り
、
日
本
移
植
学
会
も
「
現
行

法
で
は
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
は
極
め
て
限
ら
れ
て

お
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
移
植
を
待
ち
望
み
な
が

ら
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

改
正
法
は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
と
っ

て
、
生
き
る
た
め
の
唯
一
の
望
み
で
あ
り
、
長
年
の

悲
願
で
あ
っ
た
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

山
積
す
る
課
題

し
か
し
、
実
際
に
脳
死
移
植
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
「
家
族
」
の
範
囲
だ
。
本
人
が
拒
否
し
て
い
な

け
れ
ば
家
族
の
同
意
で
脳
死
か
ら
臓
器
が
提
供
で
き

る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
家
族
の
範
囲
を
規
定
し
な

け
れ
ば
、
医
療
現
場
に
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
厚
生
労
働
省
は
、
来
年
の
法
施
行
に
向
け

て
省
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
す
る
た
め
に
、
今

後
の
検
討
課
題
と
検
討
体
制
な
ど
に
つ
い
て
着
手
し

て
お
り
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
疾
病
対
策
部
会
臓
器

移
植
委
員
会
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

審
議
で
は
、
焦
点
と
な
っ
た
「
家
族
」
の
範
囲
に
つ

い
て
、
文
書
に
よ
る
意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
に
関

し
て
定
め
た
現
行
法
の
「
家
族
」
と
同
じ
「
配
偶
者

と
親
子
、
祖
父
母
、
孫
」
な
ど
と
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
。

ま
た
、
改
正
法
で
は
親
族
へ
の
優
先
的
提
供
の
意

思
表
示
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
親
族
の
範
囲
も
議

論
の
対
象
と
な
っ
た
。
国
会
審
議
の
中
で
は
、
改
正

法
案
の
提
案
者
が
示
し
た
「
親
子
と
配
偶
者
」
に
限

定
す
べ
き
と
の
見
解
に
基
づ
い
た
方
向
性
が
出
て
お

り
、
委
員
会
で
も
「
国
会
審
議
を
尊
重
す
る
」
と
し
て

「
親
子
と
配
偶
者
」
が
適
当
と
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

臓
器
提
供
を
希
望
し
な
い
場
合
の
「
拒
否
」
の
意

思
表
示
方
法
や
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
か
ら
の
臓
器

摘
出
を
防
止
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
課
題
は
あ
る

が
、「
親
族
へ
の
優
先
提
供
」
規
定
は
、
来
年
一
月

一
七
日
に
先
行
的
に
施
行
さ
れ
る
た
め
、
厚
労
省
は

同
問
題
を
優
先
的
に
議
論
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
な
ど
を
経
て
年
内
に
は
省
令
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

改
正
法
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

法
制
上
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
さ
ら

に
重
要
な
の
は
ド
ナ
ー
家
族
へ
の
支
援
や
臓
器
移
植

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
日
本
で
唯
一
の
組
織
で

あ
る
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
で
あ
る
。

脳
死
移
植
は
、
臓
器
を
提
供
す
る
患
者
の
家
族
が

脳
死
を
死
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ

の
た
め
に
は
看
取
り
の
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
ほ
か
、
仮
に
提
供
に
同
意
し
た
後
で
も
脳

死
判
定
の
際
、
摘
出
手
術
の
前
の
再
確
認
、
家
族
の

要
望
に
応
じ
て
集
中
治
療
室（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
内
で
の
対

面
、
手
術
室
内
で
の
立
会
い
、
摘
出
医
と
の
面
談
な

ど
家
族
の
要
望
に
応
じ
た
対
応
が
必
須
と
な
る
。

ま
た
、
日
本
移
植
学
会
で
は
「
日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
強
化
も
訴
え
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
全
国
に
二
十
一
人

の
み
で
、
改
正
法
の
施
行
で
ド
ナ
ー
が
増
え
る
た
め

「
三
〇
人
程
度
の
増
員
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
」（
移
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植
学
会
）
と
い
う
。

さ
ら
に
、
ド
ナ
ー
家
族
支
援
の
た
め
の
専
門
的
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
臨
床
心
理
士
、
精

神
科
医
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
も
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
な
ど
脳
死
移

植
促
進
の
た
め
の
普
及
活
動
が
不
可
欠
な
こ
と
は
論

を
ま
た
な
い
。
前
述
し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
臓

器
移
植
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
と

思
う
人
は
十
二
・
三
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
そ
う

思
わ
な
い
」
と
す
る
人
は
八
二
・
九
％
に
達
し
て
い

る
。臓

器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
、
ド
ナ
ー
の
家
族
が

胸
を
張
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。



ご
当
地
め
い
す
い
く
ん

山
形
県
で
は
、
山
伏
め
い
す
い
く
ん

に
続
い
て
「
花
笠
め
い
す
い
く
ん
」
が

登
場
し
ま
し
た
。
山
形
の
夏
を
代
表
す

る
花
笠
ま
つ
り
の
活
気
や
楽
し
さ
を
表

現
す
る
た
め
、
は
っ
ぴ
を
着
、
花
笠
を

か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
佐
渡
市
で
は
「
朱
鷺
め
い
す

い
く
ん
」
が
登
場
し
ま
し
た
。
野
生
復

帰
を
め
ざ
す
ト
キ
の
力
強
い
羽
ば
た
き

の
よ
う
に
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

山
口
県
で
は
、
青
年
法
政
大
学
Ｏ
Ｂ

の
提
案
で
ご
当
地
め
い
す
い
く
ん
を
作

ろ
う
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
街
頭
啓

発
に
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
八
月
二
二

日
前
投
票
所
の
受
付
や
投
票
所
入
場
券

の
確
認
、
投
票
用
紙
の
交
付
な
ど
の
事

務
を
体
験
し
ま
し
た
。
富
山
県
で
は
初

の
試
み
で
す
。
三
重
県
で
は
、
県
選
管

の
選
挙
講
座
「
い
っ
ぴ
ょ
ん
塾
」
受
講

生
が
、
市
町
選
管
に
発
送
す
る
投
票
用

紙
の
梱
包
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

臨
時
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
山
県
で
は
、
富
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
八
人
が
「
白
ば
ら
娘
」

に
就
任
し
、
四
班
に
分
か
れ
て
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。
岡
山
県
で
は
、
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
学
生
三

人
が
「
白
ば
ら
ス
タ
ッ
フ
」
に
就
任
し
、

広
報
車
三
台
で
県
内
を
巡
回
し
ま
し

た
。
鳥
取
県
で
は
、
衆
院
選
で
は
初
の

試
み
と
し
て
街
頭
啓
発
に
参
加
す
る

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
、

八
月
二
三
日
に
鳥
取
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
街
頭
啓
発

に
、
鳥
取
大
学
と
鳥
取
環
境
大
学
の
学

生
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

明
推
協
の
学
生
委
員
や

若
者
啓
発
グ
ル
ー
プ
が
呼
び
か
け

石
川
県
で

は
、
八
月
二
二

日
に
金
沢
駅
で

行
っ
た
街
頭
啓

発
に
、
野
々
市

町
明
推
協
の
大

学
生
委
員
と
そ

の
友
人
ら
五
人

が
参
加
し
ま
し

た
。
野
々
市
町

明
推
協
で
は
三

年
程
前
、
町
内
に
あ
る
金
沢
工
業
大
学

と
石
川
県
立
大
学
に
学
生
委
員
の
推
薦

を
依
頼
し
、
三
人
が
明
推
協
委
員
に
就
任

し
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
八
月
二
三
日
に
Ｊ
Ｒ

福
島
駅
前
で
啓
発
パ
レ
ー
ド
と
街
頭
啓

発
が
行
い
、
県
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
〇
人
（
福
島
市
に
あ
る
桜
の
聖

母
短
期
大
学
の
学
生
）
が
横
断
幕
を
持

っ
て
先
頭
に
立

ち
ま
し
た
。
県

選
管
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
投

稿
サ
イ
ト
で
人

気
が
出
た
「
や

き
と
り
じ
い
さ

ん
体
操
」
を
採

衆院選において、
明るい選挙推進協
議会と選挙管理委
員会などが行った
投票参加を呼びか
ける活動を紹介し
ます。

日
〜
二
三
日
、

二
九
日
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な

ど
県
内
一
〇

カ
所
で
、
県

ゆ
か
り
の
ふ

ぐ
、
錦
帯
橋
、

夏
み
か
ん
な

ど
九
つ
の
候

補
か
ら
、
め
い
す
い
く
ん
が
身
に
付
け
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
も
の
を
選
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
来
年
の
参
院
選
に

誕
生
す
る
予
定
で
す
。

若
者
を
期
日
前
投
票
立
会
人
に

期
日
前
投
票
立
会
人
に
、
初
め
て
若

者
を
募
集
す
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し

た
。
岩
手
県
奥
州
市
で
は
、
二
〇
、
三

〇
代
に
限
定
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
三

五
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県

岡
谷
市
で
は
、
二
〇
代
の
募
集
に
五
人

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
募
集
に
関
す

る
記
事
の
掲
載
を
、
岡
谷
市
民
新
聞
な

ど
地
元
紙
に
依
頼
し
ま
し
た
。
熊
本
県

菊
陽
町
で
は
二
〇
代
を
登
録
制
で
募
集

し
た
と
こ
ろ
八
人
の
応
募
が
あ
り
、
今

後
の
選
挙
で
も
依
頼
す
る
予
定
で
す
。

選
挙
事
務
の
体
験

富
山
県
富
山
市
で
は
、
富
山
大
学
、

富
山
国
際
大
学
の
学
生
十
一
人
が
、
期

20

衆院選啓発
アラカルト
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で
色
付
け
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
は
五
種

類
作
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
へ
の

差
し
込
み
も
メ
ン
バ
ー
が
行
い
ま
し

た
。
若
者
に
選
挙
へ
の
関
心
を
尋
ね
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

学
生
運
営
の
ネ
ッ
ト
で

大
分
県
で
は
、
選
管
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
経
験
し
た
大
学
生
の
提
案
で
、

大
分
大
学
の
学
生
が
運
営
す
る
大
分
大

生
向
け
に
サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
情
報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
紹
介
す
る
「
Ｂ--

n
e
t
」
に
、

バ
ナ
ー
広
告
と
衆
院
選
特
設
ペ
ー
ジ
の

制
作
お
よ
び
掲
出
を
委
託
し
ま
し
た
。

バ
ナ
ー
広
告
で
は
「
選
挙
っ
て
行
く
意

味
あ
る
？
行
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
え
�
そ
ん
な
こ
と
な
い

�
へ
〜
。
じ
ゃ
、
行
っ
て
み
よ
う
！
」

と
呼
び
か
け
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、「
選

挙
っ
て
何
だ
ー
っ
�
」
と
題
す
る
特
設

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。
特
設
ペ
ー
ジ

で
は
、
選
挙
に
対
す
る
学
生
の
意
見
や

期
日
前
投
票
制
度
の
説
明
の
ほ
か
、

数
％
で
当
確
速
報
が
流
れ
る
の
は
な
ぜ

か
な
ど
の
選
挙
に
関

す
る
ト
リ
ビ
ア
も
紹

介
さ
れ
、
学
生
に
選

挙
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。
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や
、
ハ
ン
ガ
ー
に
つ
る
さ
れ
た
投
票
を

呼
び
か
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

客
を
引
き
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
の
番
組
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

紹
介
レ
ポ
ー
ト
や
Ｃ
Ｍ
が
流
さ
れ
ま
し

た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
人
気

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
参
加
し
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
所
が
駅
に

今
回
の
衆
院
選
で
は
駅
な
ど
に
設
置

さ
れ
た
期
日
前
投
票
所
が
増
え
、
投
票

の
順
番
を
待
つ
行
列
が
で
き
た
様
子

が
、
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

駅
構
内
・
周
辺
へ
の
設
置
は
平
成
一
七

年
の
第
四
四
回
衆
院
選
で
は
一
七
カ

所
、
一
九
年
の
第
二
十
一
回
参
院
選
で

は
二
五
カ
所
で
し
た
が
、
位
置
づ
け
が

あ
い
ま
い
で
し
た
。
そ
こ
で
総
務
省
は

今
年
八
月
、
都
道
府
県
選
管
に
、
投
票

所
や
期
日
前
投
票
所
を
駅
構
内
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
頻
繁
に
人
の
往

来
が
あ
る
施
設
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
投
票
の
秘
密
や
選
挙
の
公
正
を

確
保
で
き
れ
ば
可
能
だ
と
、
通
知
を
出

し
ま
し
た
。
今
回
、
駅
構
内
・
周
辺
で

は
東
京
都
府
中
市
や
長
野
県
松
本
市
な

ど
三
五
カ
所
に
、
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
秋
田
県
内
の
大
手
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
愛
媛
県
松
山
市

内
の
百
貨
店
な
ど
に
期
日
前
投
票
所
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
別
府
市
に
あ
る
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
の
学
生
が
運
営
す
る
別

府
市
民
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
「
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
�
（
ベ
ッ
プ
ー
）」

に
も
、
バ
ナ
ー
広
告
を
委
託
し
ま
し
た
。

啓
発
グ
ッ
ズ
に
木
升

岐
阜
県
西
濃
地
方
事
務
局
で
は
、
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
め
い
す
い
く
ん
を
焼

き
付
け
た
木
の
一
合
升
「
選
挙
に
行
き

マ
ス
！
」
を
製
作
し
、
大
垣
市
内
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

三
店
舗
で
四
五
〇

個
配
布
し
ま
し
た
。

大
垣
市
は
木
升
産

業
が
盛
ん
で
、
全

国
シ
ェ
ア
八
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

人
気
の
本
屋
で

新
潟
県
で
は
、
書
籍
と
雑
貨
を
扱
う

若
者
に
人
気
の
本
屋
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ヴ

ァ
ン
ガ
ー
ド
」
の
ビ
ル
ボ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
店
（
新
潟
市
）
に
、
政
治
選
挙
に
関

す
る
十
二
種
類
の
書
籍
を
紹
介
、
販
売

す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
書
店
ス
タ
ッ
フ
手
書
き
の
ポ
ッ
プ

CECEUF作成のチラシ

用
し
て
作
成
し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
も
四

人
が
出
演
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
振
付
け
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

福
井
県
で
は
、
明
る
い
選
挙
青
年
活

動
隊
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
ら
六
人
が

「
一
日
選
挙
管
理
委
員
」
を
務
め
、
候
補

者
事
務
所
を
訪
問
し
て
明
る
い
選
挙
を

求
め
る
要
望
書
と
白
ば
ら
を
手
渡
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
街
頭
啓
発
や
ラ
ジ

オ
番
組
等
で
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
ほ
か
、

期
日
前
投
票
立
会
人
も
務
め
ま
し
た
。

福
岡
市
で
は
、
学
生
が
参
加
す
る
市

明
る
い
選
挙
推
進
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｕ
Ｆ
（
セ
セ
ウ
フ
）
が
、
民
放
の
情
報

提
供
コ
ー
ナ
ー
や
市
の
広
報
番
組
に
出

演
し
た
り
、
八
月
二
六
日
に
は
街
頭
啓

発
に
参
加
し
ま
し
た
。
八
月
一
八
日
に

は
自
主
的
に
企
画
し
た
街
頭
啓
発
を
繁

華
街
の
天
神
で
行
い
、
メ
ン
バ
ー
六
人

が
チ
ラ
シ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
入

れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

ま
し
た
。
チ
ラ
シ
の
原
稿
は
メ
ン
バ
ー

が
作
り
、
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
手
書
き
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財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
と
都
道
府

県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
は
、
全
国
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
児
童
、
生
徒
を
対

象
に
、
今
回
で
第
六
一
回
目
と
な
る
平
成
二
十

一
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
と
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
が
主

催
し
、
全
国
の
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
お

よ
び
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
共
催
者
と

な
り
、
文
部
科
学
省
、
総
務
省
及
び
全
国
の
教

育
委
員
会
の
後
援
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的
は
、
明
る
い
選
挙
を
実

現
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ
と
で
、
将

来
の
有
権
者
で
あ
る
児
童
生
徒
に
選
挙
、
政
治

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。
児
童
生
徒
は
作
品
を
制
作
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
「
明
る
い
選
挙
」
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
学
校
で
先
生

に
、
家
庭
で
親
に
「
明
る
い
選
挙
」
に
つ
い
て

尋
ね
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
全
国
各
地
で

応
募
作
品
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
般
の
有
権
者
や
プ
レ
有
権
者
に
対
す
る
「
明

る
い
選
挙
」
の
啓
発
手
法
と
し
て
も
大
変
効
果

的
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
応
募
学
校
は
九
四
二
四
校
で
、
応

募
者
は
一
四
万
九
三
六
人
で
し
た
。
昨
年
よ
り

学
校
が
七
九
八
校
、
応
募
者
が
一
万
四
〇
九
人

増
え
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
い

ず
れ
も
、
学
校
数
、
生
徒
数
と
も
増
加
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
委
員
も
、
作
品
募
集
の
依
頼
の
た
め

に
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
審
査
員
に
加
わ
る
な

ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
は
市
区
町
村
で
第
一
次
審
査
が
、
都
道

府
県
で
第
二
次
審
査
が
行
わ
れ
、
一
〇
月
二
三

日
、
第
三
次
審
査
が
東
京
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
都
道
府
県
か
ら
出
品
い
た
だ
い
た
九
六

三
作
品
の
中
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大

臣
賞
（
連
名
）
一
八
作
品
、
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
会
長
・
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
会
長
賞
（
連
名
）
六
〇
作
品
を
決
定
し
ま
し

た
。
大
臣
賞
･
会
長
賞
に
は
表
彰
状
と
副
賞
を

贈
り
、
第
三
次
審
査
出
品
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

中
央
審
査
へ
の
出
品
数
は
、
一
九
年
度
が
六

三
八
、
出
品
上
限
数
を
変
更
し
た
二
〇
年
度
が

九
〇
〇
で
し
た
。
今
年
度
も
応
募
数
の
増
加
に

伴
い
九
六
三
に
増
え
、
独
創
的
で
す
ば
ら
し
い

構
成
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
臣
賞
作
品
・
会
長
賞
作
品
は
、
明

る
い
選
挙
推
進
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（w
w
w
.akaruisenkyo.or.jp

）

文部科学大臣・総務大臣賞　（18人)

｢明るい選挙啓発ポスターコンクール｣
大臣賞決定

小学校 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 氏　名 都道府県 学校・学年 

冨永  依里 徳島県 徳島市富田小学校1年 

　田  蒼也 兵庫県 姫路市立大塩小学校2年 

廣部  大和 愛知県 名古屋市立吹上小学校3年 

河本  展咲 北海道 釧路市立鳥取西小学校4年 

長丸  花菜子 兵庫県 姫路市立安室小学校5年 

安江  愛海 岐阜県 瑞浪市立日吉小学校6年 

大塚  裕生 東京都 板橋区立志村第一中学校1年 

土屋  恵祐 静岡県 熱海市立多賀中学校1年 

村瀬  あい 和歌山県 橋本市立隅田中学校2年 

 氏　名 都道府県 学校・学年 

溝田  菜摘 福岡県 久留米市立城島中学校2年 

小林  麻穂 静岡県 富士市立富士中学校3年 

山下  瑠緯 愛知県 半田市立成岩中学校3年 

池田  琴音 埼玉県 県立上尾高等学校1年 

岡本  早貴 千葉県 県立松戸六実高等学校1年 

宮本  さつき 石川県 県立工業高等学校2年 

麻植  久A子 徳島県 県立徳島北高等学校2年 

武田  梨沙 香川県 県立高松工芸高等学校3年 

田代  幸久 佐賀県 県立有田工業高等学校3年 

中学校 

 

 

高等学校 
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都道府県 
応募学校数 

小学校 中学校 高等学校 計 小学校 中学校 高等学校 計 小学校 中学校 高等学校 計 

北海道 24 32 0 56 192 543 0 735 3 6 0 9 

青森県 11 24 6 41 63 286 29 378 3 3 3 9 

岩手県 105 49 7 161 1,731 508 101 2,340 11 6 9 26 

宮城県 130 74 3 207 391 577 19 987 4 6 2 12 

秋田県 15 24 3 42 140 101 4 245 3 3 0 6 

山形県 112 58 5 175 1,102 1,048 17 2,167 9 9 2 20 

福島県 70 48 6 124 208 448 13 669 3 3 2 8 

茨城県 292 155 8 455 1,883 1,920 22 3,825 10 12 3 25 

栃木県 256 112 6 374 1,638 881 10 2,529 11 7 1 19 

群馬県 222 152 6 380 3,035 5,030 143 8,208 12 12 1 25 

埼玉県 328 143 15 486 6,668 2,704 79 9,451 24 14 7 45 

千葉県 280 102 6 388 1,380 1,014 9 2,403 10 9 1 20 

東京都 418 294 24 736 7,798 8,209 418 16,425 26 27 18 71 

神奈川県 132 105 10 247 1,576 928 43 2,547 10 8 5 23 

山梨県 93 57 2 152 2,136 1,822 7 3,965 12 11 1 24 

長野県 169 58 4 231 4,053 1,058 20 5,131 18 9 2 29 

新潟県 39 21 0 60 213 110 0 323 3 3 0 6 

静岡県 228 129 14 371 1,611 1,755 212 3,578 10 10 5 25 

富山県 60 60 5 125 354 859 46 1,259 4 7 5 16 

石川県 26 26 5 57 59 127 118 304 3 3 9 15 

福井県 63 47 1 111 660 1,545 5 2,210 6 10 1 17 

岐阜県 94 57 3 154 727 561 104 1,392 7 6 9 22 

愛知県 757 319 18 1,094 7,675 9,496 531 17,702 26 29 16 71 

三重県 71 51 3 125 702 806 16 1,524 7 7 0 14 

滋賀県 31 31 0 62 285 796 0 1,081 3 7 0 10 

京都府 102 47 5 154 1,600 692 44 2,336 10 5 2 17 

大阪府 165 82 12 259 4,317 3,941 215 8,473 18 18 11 47 

兵庫県 331 164 19 514 3,298 4,232 244 7,774 16 19 13 48 

奈良県 55 43 3 101 636 603 28 1,267 6 6 3 15 

和歌山県 16 13 5 34 295 166 80 541 3 3 7 13 

鳥取県 29 11 0 40 102 61 0 163 3 3 0 6 

島根県 11 18 2 31 173 313 3 489 3 4 1 8 

岡山県 48 32 4 84 97 363 49 509 3 4 1 8 

広島県 77 51 10 138 1,412 833 76 2,321 7 6 1 14 

山口県 62 39 5 106 150 291 15 456 3 3 2 8 

徳島県 124 50 6 180 827 1,071 14 1,912 7 9 2 18 

香川県 114 49 3 166 775 992 97 1,864 4 3 8 15 

愛媛県 156 62 7 225 723 551 45 1,319 7 6 5 18 

高知県 8 19 0 27 109 209 0 318 3 3 0 6 

福岡県 171 105 13 289 6,843 5,573 296 12,712 20 20 10 50 

佐賀県 77 58 5 140 816 941 61 1,818 7 8 6 21 

長崎県 37 37 6 80 79 231 44 354 3 3 5 11 

熊本県 55 22 2 79 155 204 2 361 3 3 1 7 

大分県 53 34 7 94 601 517 103 1,221 6 6 9 21 

宮崎県 71 34 4 109 290 470 58 818 3 3 4 10 

鹿児島県 47 32 4 83 144 486 54 684 3 5 6 14 

沖縄県 32 38 7 77 563 1,224 61 1,848 6 9 6 21 

合計 5,867 3,268 289 9,424 70,285 67,096 3,555 140,936 382 376 205 963 

20年度 5,374 2,974 278 8,626 65,676 61,600 3,251 130,527 358 345 197 900 

増減 493 294 11 798 4,609 5,496 304 10,409 24 31 8 63 

中央審査提出数 応募者数 

平成21年度（第61回）明るい選挙啓発ポスターコンクール　応募状況
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●特集のテーマは「ネットと選挙」です。インターネットは
日々の暮らしの中で欠かすことのできない存在となってい
ます。政治・選挙の分野においても、アメリカ大統領選挙
の影響もあってその様相が急速に変化しました。今回の衆
院選(政治活動も含めて)では、政党・候補者がネットを
大々的に活用するとともに、従来の政治・選挙情報サイト
が機能を充実させただけでなく、新機軸のサイトも登場し
ました。一方ではネット利用に関する法的制約もあります。
今回衆院選におけるネット利用の概況や問題点、今後の可
能性などについて、5人の方にご執筆いただきました。

編編　　集集　　後後　　記記

協協会会かかららののおお知知ららせせ ■■■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■

●22頁で平成21年度明るい選挙啓発ポスターコンクールの
結果をご報告します。今年度の応募者は14万936人と昨
年より1万409人増え、応募学校も9,424校と798校増
えました。それにつれて中央審査出品数も963点と63点
増えました。ポスターを描かれた児童・生徒の皆さん、ご
協力いただきました学校、教育委員会、選管、明推協の皆
様に御礼申し上げます。なお、表紙のポスターは、次号か
ら平成21年度の文部科学大臣・総務大臣賞作品を掲載し
ます。

●次号の発行は、１月末の予定です。

寄附禁止のチラシとポスター

協会は、年末年始の贈答シーズンの時機を捉え、寄附禁止規定を周知するリーフレットとポス

ターを制作しました。きれいな政治、金のかからない政治の実現と選挙の公正の確保をめざした

「政治家の寄附禁止のルール」は、社会一般に着実に浸透してきているものの、継続してよびか

けていく必要があります。市区町村選管からリーフレットは約94万枚、ポスターは約３万枚の要

望がありました。12月上旬に市区町村選管にお届けする予定です。各種施設での配布や回覧、掲

示にご協力いただきますようお願いいたします。

藍綬褒章

平成21年秋の褒章で、明る

い選挙推進運動に長年尽力さ

れてこられた方々が、藍綬褒

章を授与されました。

新有権者向けパンフレット

協会は、全国各地で開催される成人式などにおいて配布していただくため、パンフレット「ボ

ーターズグラフィティ」を発行しました。Ａ５判32頁で、制作にあたっては、若者に人気の雑誌

「東京グラフィティ」にご協力いただきました。今年の新成人は127万人（推計）ですが、市区町村

選管から約77万１千部の要望がありました。12月上旬に市区町村選管にお届けする予定です。

「ボーターズモール」100人街頭インタビュー

協会は、若者向けのWEBサイト「ボーターズモール」のコンテンツ、「若者100人街頭インタ

ビュー」を更新しました。今回は「総選挙に行った理由、行かなかった理由」と「周囲の友人、

家族と選挙について何か話しましたか」などを尋ねました。

http://www.votersmall.jp/index.html

 氏  名 職名 

本郷  優子 元  横手市明るい選挙推進協議会推進員（秋田県） 

樋口  明 現  津南町明るい選挙推進協議会会長（新潟県） 

今井  克子 現  明るい選挙推進愛知県協議会委員 

藤田  冨雄 現  京田辺市明るい選挙推進協議会会長（京都府） 

森脇  俊雅 現  兵庫県明るい選挙推進協議会会長 

橋本  光廣 現  明石市明るい選挙推進協議会委員（兵庫県） 

熊巳  富士子 現  広島市佐伯区明るい選挙推進協議会副会長 

宅本  満雄 現  廿日市市明るい選挙推進協議会委員（広島県） 

荒木  トシ枝 現  明るい選挙推進長崎市協議会委員（長崎県） 



309号●2009.11


	9110501001_hyo1
	9110501001_2
	9110501001_3
	9110501001_4
	9110501001_5
	9110501001_6
	9110501001_7
	9110501001_8
	9110501001_9
	9110501001_10
	9110501001_11
	9110501001_12
	9110501001_13
	9110501001_14
	9110501001_15
	9110501001_16
	9110501001_17
	9110501001_18
	9110501001_19
	9110501001_20
	9110501001_21
	9110501001_22
	9110501001_23
	9110501001_24
	9110501001_25
	9110501001_26
	9110501001_27
	9110501001_hyo4

